



















1 1 近代，ijJVJの金沢の人口変遷一戸籍簿による人[J)-i数統!?十(明治5~I:-人11: 8 年〉
1 2 明治維新JtJの城下町金沢の使い変え 城ド町の破綻
1・ 3 近代における金沢都心部の都市施設の使い変え 都心公(i地の(史い変えシステム
1 -4 近代の金沢の住宅建築の変遷 金ー沢旧市街地における台記と的{}:rt;Hl築の別貸
第2部 工業都市・八幡の都市形成
2 -1 八幡の人口変遷と八幡製鉄所
2 2 設立問の八幡の都市形成(明治29-44年)(1896-1911) 
2-3 拡大期前期の八幡の都市形成(大正元-4年)(1912-15) 
2 4 拡大朋後期の八幡の都市形成(大正5-9年)(1916-20) 
2 5 合JlD化ltJの八幡の都市形成(大正10-昭和16~n (1921-31) 
2 6 戦時体制J9!の八幡の都市形成(昭和7-2o "l~) (1 932-~5) 
2 7 戦後似興~glの八幡の都市形成(昭和 2 1-30句:) (l 9~6-55) 



























































































































































































































































] ~ 3 - 1 江戸時代までの令司
1546年、本願手持力により、現({の金沢城創刊以御坊が築かれた。金沢御坊時代には、本丸の地にあ
ったという御'立を中心として、支坊の道場や有力坊仁衆の昆散があり、与内l町が形成されていた。金沢御












































































都ilJ~・ I [dlj法のm~な村は、ます両部I日 h山j区域を定め(金t尺の場合再林jノちを中心にきNf4km 以内とされた〉、
その区域内の幹線通路の新設、用途地域U、土地区l同管理の進展なとを、法nによコて定めたものであっ
た 。 計[~li街路についてみると、これは大ι6 年に決定した拡幅道路を.ill. 忍し、さらに錦外に、より幅の広
い道路を位設していこうというものであった。ちなみに、大J18年の市屯敷設のための道路拡幅は、幅8



















しい金沢大学として教育胞説、出羽U1fは金沢美大 ・ 金沢k子短大 ・ ~It六園球場なと教育文化スポーツ施設
などに、使いかえられた。つまり、金氏は教育文化部巾としていくという方向が強く打ち出されたのであ
る。



















































































































































































































































































































































































































E是 業 2，325 2.3 
水 度 業 30 。
鉱 業 3叩 o 4 
工 言長 64.417 62.5 
商 業 16.伺7 16.2 
交 通 業 10，488 10 2 
公務・自由業 6.3侃 6.1 
事E ~~ 業 1.回3 1.6 
そ グ〉 他 716 o 7 


































安 回 製 jJ 2.408 
M 硝 子 2.240 
9: 1 電 ~ 962 
臼本タ 11.- 807 








( 1 ) 設立期 (明治28年-44年)(1895-1911) 第2'!.l:
(2) 拡大期 (大正元年-9~F) (1912-20) 第3・4'l-;: 
(3 ) 合即化期 (大正10 ~r.-Ð(H1l 6 年) (1921-31) 第5市
(4) 戦時体制期 (昭和7年-20'.1::)(1932-45) 第6市
(5) 戦後復興期 (昭和21 '.1:-3 0年)(1946-55) 第7市





八幡製鉄所は、 H本ではじめて銑鋼一賞作業を開始した:r 場であり、しかもそれが't.~-"{:，・cな Eされており、


































































ロ y クの市街地を形成しており、上地区@j整理という手法の A歩手前の、 )I:~ II叫的な市街地であった。
.第5車合pr化}切の八幡の都市形成J(大正10-1l{l相6年)(1921-31) 
製鉄所の用地拡大は、埋立と併合によっておこなわれるようになる。問立は、大正9~- (J 920) より洞海
tPjに埋立地を造成し、昭和3年(1928)より制岡としてTt誌の建設に指手する。併合は、内となりの九州製
鋼が昭和3 年に併合、戸畑の東洋~~鋼が大正 1 0$(1 921) に経営が委託され、 11併ll9 年(l 93~)に併合され
る。
第3期拡張の月j地交渉に時聞をついやしていらい、八幡叫鉄所は、八tJ}rliの都市形成にh'i~的に協力す





















































































































































































































































近代製鉄技術発達史』東洋経済新報社昭和32年 p. p. 184) 
・) i製鉄事業調査会ノ報告ニ係ル事項Jより引用した(モ校博音・飯旧賢一『日本近間以技術発述史』





































































まず I0 t世紀の如歌集の 『古今集』では、秋の歌ばかりで、殺かな自然が歌われている u 1 3世紀の
『新古今集』でも秋の取が多いか、同時に嵯峨・τサガ(性)として、 無常のi引を象徴する言葉となる
ものも多い。
1 1 世紀の rif"氏物お』では、六条御息所と源氏が足後の別れを惜しむという 「あはれj深い印象的な
r.:fiとして、紅一蛾野がな場ヂる。これがのち嵯峨野そのものに強い彰響を与える。 13 t吐紀の f平家物語』
では 5lr~合場するか、 4氏]:・小督・横笛か有名で、すべて出家するテーマになって L 唱。語り物文学によ
り嵯峨~lfは丘、く知られるようになる。















































































































1 -1 -1 戸籍簿による人口戸数統計の怠昧










1 -1 -2 衰退期金沢の人口 ・13数(明治5...3 0 {r:) 
1 1-2 1 r石川県統計剖以前の各栂資料
1 -a 藩政期最後の人口戸数統計(明治4年)
1 -b 壬中戸籍による人口 ・戸数(明治5年)
1 -c 戸鉱区改正による人口 ・戸数(明治9、11年)
1 d t;~同地誌』 の人口1 i数統計(明治12年)
1 1-2 2 r石川県統計剖による人口 ・戸数
2 a 明治13... 1 7年までの人口 .J i数
2-b 明治18... 3 0年の人口
2-c 明治18... 3 0年の戸数
1-1-2 3 哀退期金沢の人[J戸数のまとめ




1 1 -3 1 本籍人I1・本籍ρ数の資料とその解析
1-1-3 2 公簿人口の資料とその解析
1 1 -3 3 公簿戸数の資料とその解析
1 -1 -4 金沢の人口戸数公簿統計の再検d
1 -4 -1 明治5年~大正8年の人口戸数統計の問題点
















































1 3 ~ 1 
1 3 2 
1 3 3 
1 3 3 1 
1-3-3-2 




























































1 -4 -0 はじめに
1-1-0-1 歴史的住宅建築の分額
1-3-3 7 昭和44年(1969)
1-3 3 8 昭和54年(1919)
1 3 3 -9 付記 昭ー和55年(1980)以後の変化
1-3ー 3ー 10 今後の金沢都心の土地利用の変化予定
1 3 1 金沢の都心部の近代における用地利用の変遷について
1 3 1 1 金沢城内 1 -4 1 















1 -" 2 金沢の町家建築について
































































































































































































が書かれており 、戸籍は防犯 ・租税賦課 ・徴兵・経済統制・土地政策 ・耳限禁圧など、種々の行政の目的
のために使われた。
近代になり、明治5年に壬申戸籍が全国的に編成される。この戸籍には(1 )戸主、 (2)尊属、 (3) 























j-i絡は警察・軍備 ・ 財政 ・ 刑事 ・ 行政目的のため、現実の肘住者ーを戸毎iこ調査し、r.~録する必要かあり、
行政的監軒に服するものとされていたのに対し、 'P罰法では戸籍は民法上の身分、身分行為をもっぱら表
示し公Z正するものであり、 ii1t1;的監管に服するものとされ、財産兵役等の表示は・切なされなかった。ま
















り『石川県史料』 第2~ 129H 
・人口を戸数でわったものは、ふつう平均の家族の人数を怠昧している。しかしこれまで人口 /戸数の値








ころがこの法{れでは、世帯の定義についてはなにも触れられていな L 、。 r品本台帳事務処阿世~JiU で、は























































大IE9 年以後は、同勢調子tをもとにした同~Jl} j数が、統ó~} i数として記械Sれている。{司労調査は大1










(}< -1 ) 
年 1 1 
(1)明4. 3 
(2)日月 4. 8 
(3)1狗5. 1. ~ 
(4)明 5. 12. 本




'K 1 明治初11の金沢の人II1j t史資料
























r.t IH f也 Lt
1 -a.藩政期股後の人口戸数統口十(明治4年)
抱牛金沢市世!r1l仇編持¥3 M3 f( 
{ 1川副l史料あ2を1!)i 
イ{川県史料司~ 2 ~12H( 
金沢市統計符 (Bli5~l) 
ullH弘史りや¥1.!5 4ft 
fl 川~ t/!H iIi I.t!，. ti(i 
行川県唱~i'・宇Fi'， 1 '{ij・IUl













つぎに明治5年 l月末日における壬申戸籍の調査をもとにした、 (3)明治5年1月、 ( " )明治5年








一 一一f2則 的4時8Jl f31写1d;5q:)H ，i~B 4; :31!(2) 
人11 123.453人
tirt. li1[王 3.253i五 5.610μ J n 
罫¥2({ 3.635 5.411 1 49 
市:!(.( 3.882 6.026 ) 55 
司¥1 I../ 1./!36 2.717 1 48 
;r. 5 [可 ~ . 06." 6.272 1 51 
有¥f)l.{ 3.369 5.0品。 1.51 
?i¥ 7 [.( 4 103 6.763 1.65 
2，1. I ~6 :l7.!80 1.57 
一
li fμぬfQl:'ì:"~の資"に 1 ': 金沢の人11 1.1‘~t!し ζ いな“.なj; 金沢ElT:;tμ ，lñ l<:改正のfこ
のmK - ~I1l< とい)t.にを ヲでいる.[>(成I!前年とa.1ヒr.!{;，'・、.
史はないとみてよL、。なおこの資料では、人口については加質問合計についてのみ渇げられており、残念
ながら金沢町については不明であるが、各氏以の戸数は細かくのせられている(去ー2) n 








また、 (<1 )明治5"[: 1 2 J jの資料は、 fi敬35.788r.i、人口109.685人となっている。戦前の 『金沢市統









である。このように明治4年の資料 (1) (2)と、明治5年の2つの資料 (3) (4)は異なった性格
をもっている。
1 -c. f il.~区改正による入門戸数(明治9 ， 1 I年)












































































のであり、 17 年末の調査ではない。 しかしこのfôJ じ岱h~iから導きたされたこつの年にわたる浪は、興味
I ，)明治13年の金沢の人口戸数は次のようになっている。
(明治13年『石川県統計書J) 






















2 b.明治 181f... 3 0年の人口
明治 18年阿川保統計者』以後は、調置もいつも 12月末Uに一定となり、統計項目も安定するよう
川明治16年戸I数 (明治I6年12月31 日現在)
|戸 数l人 口|平均 'f'の人員
1 22.8021 106.6591 4.671'汚
一
明治17{f (lIl1di 17年11] 1 1 J見作)
明治17年戸口敏 (明治17年1月1日現花)
{明治 1[1 
r一 一一|現 !r I本裕一-.' 1m 巨n U IU I c') noゅI 'J I .JH，n'lQ I J.).υ0・3
I /l. I ~)2 . .1l!:l I 53. 576 ."- . ----
I U I l(I3.331 I 106.659 
L ..L- .L ~J 
明治 16年 I IlJlit 17 ~ 
2.802 . _ . I 2.802 
¥1主) 1 J~家}
(1.61 + 129' I 
f~ b~~~ _i.;'i I 32.555 . U6.688 斗 :~7!>' - I (戸主)





































管外・ 符内外国'{.t:営 1外 管内
現在人口本訴人口出寄留 H1~留在留軍人失綜入容留入寄宿




者を加えたもので、外I司在留将 . /r下ft巨人 ・ 尖綜布があらたに~hむに入れられている。
ところが明治23年では、その計p=項目がさらに少し変わコている。それまで考慮に入れられていた花
予r'H人か、ふたたび出居住者とはならす、考慮に入れられなくなっているのである。




























































































2 ~)とすると注22) にある「前後5 ヶ年の状勢より推計算出 可 したのは 、 人I Jに限つては明治32・33年
ではなく、むしろ明治30・31年であると考えた方がよい。
-60- -61ー
u ; 1珂31.33l'企沢市公i骨人rH6iit' n 
r----ii --r----，-- T- "T' ... ー一一一






明治:13年 金iltrh lJJ~【紙811積雪~ {f';J If工)
今まで人け減少をつつ‘けてきた金沢にとって、様変わりと口ってもよい状況なのである。
明治30年は、たしかに金沢にとって大きな転機の時であった。明治29年にはJt1機農の辿設が冷状ま

























・ 71 明治22 年までは ー 石Jl W~t続三十将l の項目では単に 戸数 となっており、明治23年より以後昭如9


















































(21 左~!l[~・ i里， 1正と 1・るが.明23.
25. 26. 27， 29. 30. 31!ti! ~t 
lL:"てあゐ.















慨覧があったが、 ー部は保~が悪く、失われている 2則。ここでは両方とも 『金沢市統計WJ として扱う。
F金沢市統d十書』の明治 ・大正期のらのにはLくつか問極点があるが、ここであえて注目したいのは、
後の附初5年と 29年の『金沢市統.d:!} ~ である 。 まず昭和5 年についてみると、この年から 『金沢市統
計者』の統計項目はきわめて多くなり、毎年合"十7分jlfにまでわたって発行されるようsこなる ，
これ以後 1金沢市統計書』には、金沢の人JJ・戸数についての、今までなされた各年度の謝併が累年比













現住戸数である。『市俗f書』は26， 316戸、 r~，!*位十書』は16. 316fJ、"i者がちょうどl万戸多い。上に
述べた問!日1から、 f市統計rt1Jの数値が後のもので、これはミスもしくは怠識的な変ぽである。『県統計




































































表-7 昭如29:f金沢市統計-~警による. た H 明治27-人Jf.9 it. 金沢市本将人[J・同窓
明治22-35年金沢市人口.戸rl ふ湾人口 4" ~lIi i:i< 人/ri
( )内:;1~J 1:されたもの.
明治27;1 98.516 (30.618) 13.211 29.774 3 31 
!J'. 人 1) f-i r. 人/戸 28 97.709 130.742) (3 18) 29.69-1 3.29 
明治22'1 94.209 22.059 4.27 
29 97.094 
(30.3.10) <3 20) 
23 93.517 (21.901' 4 27 29.:128 (30.092) (3 24) 
24 92.367 20.357 4.54 30 97.481 29.121 3.35 
25 91.201 (20.101) 4.54 :l 98 384 12380.9035H 7} l3 3.27) 
26 90，551 (l9，98i) 4.53 
40 
32 98.772 30.396 2 3 25 
27 89，593 (19 778) 4 53 33 100.774 30.861 3.27 
28 87，746 20，639 4.25 34 100.936 30，794 3.28 
35 101.978 30.811 3 31 
29 83，875 (19.735) 4.25 36 103.114 31.058 3 32 
30 185，503. (20.357) 4 20 37 104.145 :1l.2.1 3 33 
31 (87，142) (20.998) 4 15 m 104.936 31.497 3 33 
32 (90，471) (22，067) 4.10 39 106.441 31. 776 3.35 40 108.970 31.973 3.41 
33 (95，190) (23.505) 4.05 41 110，122 32，270 3.41 
34 96.1611 (24.042) 4.00 42 111.496 32.740 3 40 
35 96.357 24.351 3.96 43 113.093 32.831 3 44 44 114.236 33.103 3.45 
人記FI'r三 116.759 33，445 3 49 
2 118，241 33.544 3 52 
3 119.738 33.864 3 54 
4 122，287 34.3.18 3 56 
5 123.080 34 .552 3 56 
6 124.212 34.662 3.58 
7 123.976 30.817 4.02 
8 125.305 31.415 3.98 
9 126.870 31.119 4.08 
















34) 97， 094 -T 109， 685 :~ 0.8852 
(1 -0.0050)2・工で 0.8867
(1-0.0051)2・勺 0.8845 0.51%側、
36】29，328 -;. 35， 788 ・τ0.8195
(1 -0.0083)24 ・τ0.8187






































































の加促1ì~ftの L肱数合"r14.129人の1/14 にあたる。明治 1 8年の割合では、もっと多かったであろう
( r石川以史料J第2巻 161....162貞)。
一郎ー














































































































吉正一 9 明治18if-大Jf8if 金iftrlJ;f>.f!I人ll.出入{王!i数. 公簿人口続~t
if(1I 卒:P.人【1 出 {主 ー主出'u(伺外[f]在留企宇fKI (t'._r.T玄i+
入 住 rI公簿人IJ(2' 公型車z人t口"
u.留外人入務者1合 計 fiIJ.公 位
明治18年 104.560 7.328 
19 102.280 6.937 3 152 一 1.758 
20 101. 900 8.219 14 152 ー 1.655 
21 101.562 7.527 31 124 ー 1.277 
22 100.729 7.234 28 100 1.845 
t・】
23 99.954 7.552 28 234 2.246 
24 99.471 8.610 32 270 ー 2.360 
25 99.161 10.363 3 390 1.436 
26 98.772 10.696 6 480 2.141 
27 98.516 10.242 4 827 2.483 
28 97.709 13.917 12 490 2.082 
29 97.094 16.658 14 261 2.921 
30 97.181 20.397 14 259 2.676 
31 98.384 21.471 14 333 160 
1" 
32 98.772 υ 。。。。
33 JOO.774 14.782 12 294 」
34 100.936 16.108 18 329 3 
35 101. 978 18.355 19 346 4 
36 ( 103.114 21.645 21 309 一 1 
21.645 4 337 127 一
37 104.145 23.762 17 638 9 
38 104.935 23.600 17 595 12 
39 106.411 25.500 17 500 一
40 108.970 26.225 21 511 ー 3 
41 110.122 27.535 34 441 123 
42 111.496 28‘966 24 421 182 
43 113.093 30.895 6 512 194 ー
44 114.236 31.821 7 515 231 
大正l 116.759 29.714 8 703 173 
2 118.241 35.139 251 445 144 ー
3 119.738 33.408 267 534 177 一
4 122.287 37.934 246 565 155 
5 123.080 41.341 372 693 177 
6 124.212 45.168 368 886 
7 123.976 18.523 484 835 ~ 
8 125.305 20.133 352 1.020 -













一 6.374 83.614 
6.954 81. 093 
5.114 81.520 。。 。
31 9.473 95.190 
29 11.661 96.168 
49 13.555 96.858 
41 16.587 97.756 
16.587 97.548 
44 19.835 99.598 
53 20.730 101.494 
18 23.155 103.566 










一 62.234 140.024 
54.430 158.564 
56.071 159.871 





































(4) 明治23-30年I./公式Mli在営兵を減じて必ら 4'.そのようにd算するとその期間の公式Ilfti合計仇とすべ て ・
数寸る。
(5) 明治32ifのtH人i主指数i正統計舎が見つからないため不明
(6) 明治36fJ"t段の数fll.lJ.r ，ti統計得j 下段lir保統計';lfJによる。
72-










是正 10 明治36-39年 金沢 市人n統計[金沢市統計叫に上ゐ)
公式{出 {~~tlll! ヲ3 女 ?Jl1比
一 一戸一一
明治36if 97.548 97.548 48.565 48.983 99.1 
37 99.598 99.594 49.35i 50.243 98.2 
38 101.494 92.439 40.834 51.605 79 6 

























































まえ 1ー 明治31ty.-大iE8年 金沢の戸数曜日3
み:Jl!/ ;鉱山 公自尊系fi~12I 寄託数;V~P忍;12' 公式!Ii.fit'.<'・-
明治31年 28.938 28.507 20.998*; 
32 30.392 18.072 22.067野
33 30.861 18.355 23.503※ 
34 30.794 30.794 18.459 24.042※ 
35 .30.811 24.351 18.620 21.351 
36 31.058 27，853 18.659 25.2711: 
37 31.241 24.882 18.751 25.802・t・
38 31，497 26.702 19.011 26，702 
39 31. 776 27.715 19.250 27.I75 
40 31，973 28，605 19.411 28，605 
41 32，270 28.613 28.613 
42 32，740 28.782 19.468 28.7B2 
43 32.831 30，151 19，725 30.1ちl
44 33.103 30.323 19.817 30.323 
大正I 33.445 36 342 19.890 16.:142 
2 33，544 37.592 20，780 37 592 
3 33.864 37，732 20.232 37.732 
4 34.348 38.414 38，4).1 
5 34，552 38.229 38.229 
6 34.662 38.549 31¥.549 
7 30，817 39.210 39.210 
8 31，445 37.175 39，88U' 





によるもので r金沢市家数』もしくは P建物帥主主Jという 長将
である.









































口 昭和4 1年には、項目間の移動がみられる。ただし合計数はほとんど変 化していなL、。この年
より臼由業の項目に公務がつけ加わる。そのほか工 業 ・商業の減少、雑業の噌加が目につく。それぞ
れの職業の細目が変わっ たのであろう。
r 1 大正元年まではW;C・第l持および第2持u官業に分けて記されていたが、 人If2年にその区別




つきに増加している(r市 俗博?大正3年、および各年 r県統計書より ，明治13....大正元年の
無職戸数は計算した)。なお工業・自由業の噌加、維業の減少が自につく。 これも項目閣の移動
であろう。









農来陥業主 :絵取扱冶生鉱集 3iZ!lw町 情 1町合n"1
叩1i't;32'1 120 2，720 5.659 105 ・ーr -1.713 12.947 
33 {資 宇十 な し)
34 139 3，965 5.350 210 2.253 11. 922 
35 (資 李千 な し)
36'剖 341 4.387 :>.005 147 3，873 13.753 
37 337 93 7.543 9.660 150 300 1.766 7.666 27.515 
31 522 130 7.614 9.832 137 315 I.H09 7.331 27.690 
39 500 175 7.690 9.900 120 250 1.916 7.2~(' 27.8.17 
40 478 171 7.720 9.915 119 245 1.!lIH 7.312 27.9Jl; 
.1 240 448 5.699 1.000 270 245 3.601 9.253 27.75ii 
-12 263 420 6.261 8・115 320 235 3，705 8，1リ1 27.917 
43 271 434 6.200 8，770 332 243 3，品31 8，779 (6.2-12) 28.i!fiO '35.102 
44 276 443 6.360 8.9.16 343 248 3，91，1 S，libl (5，882} 29.411 (35.296 
人It:1 283 464 6.798 9.3113 371 251 4.106 9.2¥1 (6.171) 30.897 (:l7.ntiM 
1 312 252 8.577 9.521 249 50 5.2.10 13.391 37.59l 
3 281 254 8.495 9，430 188 31 5.523 1:.530 37.732 
4 528 8.603 9.619 150 31 5.642 13.8.1J 38.，114 
5 486 10.978 9.2H5 130 31 5 . 550 . ，1， 12 7.357 38.229 
6 506 10.782 8.172 105 31 5，280 6，1:'5 7.518 38.549 
7 465 10.413 9.417 50 20 5，610 6 ，~93 6.202 39.210 
a 313 10.519 9.877 29 20 5，642 6，1i6 4.299 37. 175 
9 308 9.573 8.964 30 20 5，325 2，120 2，357 29.397 
Ui川以統:tVfJによる.たにし 『金沢市統計'lf1 (明治41. 14. 大正3q')で泌足L!.:. r主(1司p勾
(1) 明治40'1:までは「自由育、」のh.Hlr台-1l年以後 『公務自Etll:Jとなる.
(21 A: t1 ， 瓦;'卜までは『雑筑』と ']~~(!し.人・ II:2 q ' 以彼 『そのflll，k~~J と n附・j'.!'o
(:1 明治42'r阜では r無職」のJ1itlJなL‘・
(，11 {~~t' (j 明治43-大il:1年のr.n'無職.{j ft-めな、、.ただし『無事丸そ {f~t した数111 をもに ìf~ しに.
(5) IlJl泊施可・のf.di1Ui明治37i!c 4 /1.~: Il J，礼 {I~の数似て ある 。
















































































































よ 13 (i絡渇をもとにした金U 人 1μ主主代~l 0211 ~、 11 飼 .id
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、 、 ， ， ，?， ，
?、
大正元年から大正9年までは、大正9年から 13年までの地加と同じ率で増加したらのとした。(3) すものとした。それによれば明治30年までを・械の枇少、 31年以後は逆に増加一辺倒とするこ
また明治30年から大正元年までは、明治351j:から明治1¥1¥年までの公簿人口原資料偵の増加と








































2金沢の人口変遺 (明治5年~大lE8 !j:) 
一位一











































明治5年-16年 l 年あたり O.7 %減少
明治16年-3 1 {1: N 1. 7 %減少
明治31 年~大正元{I~ N 2. 3 %地加






























3今il{の・μんたリ人主主の変化{明治5q-. -)~ IE'" 1J'l 
久司L
40 お30 25 20 15 10 変化の傾向を説みとることさえ、イミ吋能である。
そこでまず平均世帯人数を惟，¥tして設定し、そのつぎに戸数を推計するという手法をとった。
金沢市のみi話人口と同戸数、ならひに公簿人CW;t資料と同戸数から、それぞれ毎年のサJあたり人数を



























確度の山~i~、ものであるから、前年の調査{ll自にはイザ五人員も含まれているようである。 ð 0) したがって
年O.7%減少= 0.9256 
O. 7723 






















78.000 = 1. 3718 
1.3H9 





















大正元年 101，000 -:・4.30 24，900 
明治30年 18. 000 ~: . 4. 25 18，400 
明治16年 101. 000・:・4.53 = 2， 300 
それらの点を位:)-"に書き加えて、直線で結んだように金沢の戸数が変化したと推計できるので
























































10 1'.) 20 2S 30 35 




































































川明治31 年 4 月金沢金石馬車鉄道院五重 (~t漉線金氏。品並と同時) 03 1 -34 年にかけて、出川大橋か
けかえ、上菊縞 ・下絹橋新設、下見町から白銀町・作!1i..U.Jにいたる道路改修もしくは新設、笠iI1から停車
場への道路新設。





















































































I 2 3・I ~，!J Fの美川への移転
金沢の切り恰ての只体的政策として打ち出されたのが、県庁の移転であったのである。この金沢県は、翌











































































そのうえにもう一つ考えれば、明治6~I: 1 月、徴兵制発布ととらに、 6鎮台14営所が設定されており、
その時~tJ瑳地方の軍営としとしては、|日加賀越の域内外をそのまま使1flできる金沢をおいて、ほかになか
ったのであって、県庁を金沢へ移転させたその直接のきっかけになったのは、金沢が、全国 11の常所の























された。なお石川県の範閥は、明治9年4月、敦賀県のー部と新川県が合併され越前 ・加賀 ・能登 ・越中
4ヵ同19郡にわたる大限とされたが、明治 L4年2Jj福井県が置かれて越前7郡が分離し、明治16年
5 Jjに富山県が置かれて鉱!JJが分離して、ほほ事拍:の範i唱が[6陀したのである。
a) r石川県史料』第2巻 2.cl 
3)石川県庁の金沢復帰の決定は、明治6Wl月14日であり、 [6]月、政府は徴兵令を布告するとともに、
軍制として6鎖台14営所を決定している。このときに決定した6鉛合 11常所についてみると、鎖台は、
東京 ・仙台 ・名占屋 ・大阪 ・広島 ・熊本と、旧大藩の城下町で、地jjqJ心部市となるべき城下町が選ばれ
ている。営所は、以上6都市のほか、佐合・新潟 ・青森 ・金沢・大rft• 9[盟各 ・丸亀 ・小倉であった。この



























!副学をJ~礎として、砲術・馬術・合肉 . 1羊学・医学・航海 ・;UIJli等が教え会れ、弾薬所 ・焔的製造所が、










英学についてみれば、明治冗~f:民間に道済館があったが、明治2 年 1 月に雄校として壮術館英学所と以
内会所に把注館がもうけられ、道柿館の生徒はfl~令によってIILj校にわけられた。英学所は、場所を細工所、


















(明治3. 1 1--同t11;J1) 
(明治2.3 -101 2. 1 2) 
(明治3--ld13 ) 




















(明治元-rdJ3. 1 1 ) 
(明治2.3--向2. 1 2) 
(明治3-1，113. 1 1) 
(明治3.問 10 --lo]t1. 7) 
(明治3. 1 1-伺t1. I 1) 
(日月治以，iij-明治3tIU 
(寛政4-明治3. I 0) 
(明治3.12--同4. I 1) 
(嘉永6-明治3. 1 I )
(明治3
(明治3. 2--同4.4) 


















小学所は、明治3'<f: 1 1  に開かれ、卯辰1J・嶋本Ulf・i印刷町・河原町・小点野 ・小橋と開かれ、明治
S年には 11校になった。このrド搬の資金は、 .}:として制によるものであり、脳.の小学校へと受け
つがれてゆく。
1 -2 -6 明治前期の械F町経済













































武家奉公人は、明治3 年9 月雇夫と呼ばれて、平民籍に編入された。そして明治 5 年 3 月には給-tZを{r，~1: 


















































































































































































を1~民として行われ、その後l明治4 年 8 月、兵部省布告により、全問の城郭・兵器弾薬を政府に接収する
と同時に、大中藩の常備兵は、その以下にいN珠を践して、他はすべて東京・大阪・鎮西(熊本) ・東北
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'"人 川代区分 1) t.; 1.'， I¥: | 人 d 時 代 l Ii! lil 与ー It 
情 ~ 
20 ~ 40 lM 1 ~ _j.it. (1 10 20 ~ ω ω 一一 一一
? ?? n-ーー 一ー一一-~ ~ I 現
1_一一一ー一-
.IJl. 11))20 :ltlt 
.. ~ Ij! 
29 ~~苛1-~;v;'I'? t.è:
一「FmTWK一一

















" n 9 踊車内より移容
金 沢 1i! :li M 偶人当i>it!
会 館 /XJ !:l 30tlt 






区 “ 会 館
1 々 λ ヨf・ ビル
?
?
? rt; 事告 11: |ιヨ; B{j fI 且3 It 一 一←
一一一一」一一 16)毛山桝l-一一一一一
づ二_E白豆七~fi館}
40 10 20 説Jω 50 
~ 
_ti):~j帥 J21 マ ーと_ .lJ.l一 一一 3・2
42 G m . い1fhT4' fJl_1悼附竺竺三ケ)ー・ 3・2
一~'Ul~~; 1t.7訂7Z酬{憎 「 ー 製1(8fi!l!絶)州刷所 3・4
-ー 」一.J_ 1643U立 織内航鰍'eより修+lJ. l'o""，，，， Jl. iuJii以 ι3・5
44 合択榔使烏 金沢.~.Lij
42 <9dH見務所








J 一一ーーーーーーーーー 一ー一-- ~ T斗-- -ーーー同 一』ーーー-
61 ;Ii立削館 一一一一ーユど|丘竺とL





処方拡判所 11 ~法察 14 金沢監問










1 、..._ .~ 1: 1足分 I 1111 ~・"川
|悠祭物 ...._... I.7iX 10 20 
一
4・1益仁


































現 4・10地』泊-t J 
4・1




































hてL 明 治 S寺 代 大正時代 事呂 手口 自著 It ~ 。ー元年 10 20 30 40 元年 10 元年 10 20 30 40 50 
金沢大学』理学昔話
20 現 !日新丸 5・1
8 ~兵第 7 速隊 一一




21 買19帥図司令llI¥ !日二 /).1. (移厳完了)






S主 体 宵 館 術f先監l!l
保ス:r.ー γセンター 5-6 
一一
テニスコー ト 39彼自Ilftlili 君主 5-7 一ー 一
6 !fI r~ 石川門
4見 5・8
一一
百 間 結 43埋立
E見 5・9
一 一一 一
冒t ι J、 閣 兼六樹 事t
1837 (天保8)事uf.:の形 5・10
一 一一














臼 1司 路 5 g鍵 5・16
l 一一 一 一言 一ー-
近代における金沢都心部の都市飽殺の変遷 (丸ノ内・兼六闘地区)表5
?】?









































本願.SFの金沢御t}jが1546年に!?空かれ (金沢の誕生)たか、 1580年佐久間借政により陥落され、 1583年前
田氏が入峨する。慶長年間 (1600年頃)の公用地は、本丸・ a ノ)Lだけであり、 てノ丸・新丸は武士宅地





および監以)、明倫常(学校)、常形 ・ 新堂形米合(扶持米合W) という附ì~をもち、城内には三ノ丸御





































ろされた 。金沢市でもっとも rl・い建築である(官ぶ年|組 ・毛事i文化財)。



















































金沢氏人t川也売却 (Dl1f日3-5年)→逓信練判所 ・rn立図書館 ・医師会館・宅地となる。
金沢病院跡地引E却(昭和3年)→日本放送協会・市生糸検査所・宅地となる。

































米軍¥I{政部 (U{lf112 0 -2 7 {r:)
アメリカ文化センター (8併[J27-46年)
県宮アパート (U{If[J 2 5 -4 1年)
公共職業安定所 (問f1l22-55年)
今築学校 (Uf1fJ 1 7 -3 9年)





































師団長官舎 (1羽3L)→米市将校合(昭20)→児市会航 (D{l34 )→羽 (H{l53 ) 
金沢女子専門学校(昭21 )→移+云予定(昭56)以立夫術館予定
金沢美術専P守下校(昭21 )→以(.j地(昭48) 11第9師閲兵器支雌 ・レン1造住
築3棟保仔、県立博物館予定





















































































































































































さらに、昭和]41から44年にかけて、兼六園成巽悶むかいの、 ，i@]神社前が、整備されている。 41 
































































































































































































































































































































































































































































































































1 4ーo 1 雌史的住宅建築の分矧
本研究での版史的住宅建築とは、結果的に藩政f~lから昭和戦前までのものとなり、これらを氏土住宅 ・
-145ー



























たが、そのほかにその怠匠が特殊なものを 「茶屋j 、 11明也てのものを 「、I~)話j とした。



























































































































1-4-1 2 . 住宅の建設された年代と身分~lj/éHt.地の閃係
凶ー1から 「武家地 lと 「町人地 に建つ建築物の割合は、明治則まで約l対2の割合で、 町人地j
が約65%を占め、 f武家地 は少ない。しかし大証期以降は ・町人地Jの割合が減少し始め、全体の約









図ーl 各 iJ 代による建築のfJ'分別t.~(i 地の;Pl合
4 -a.町家もお丈の辿った身分別庖住地
凶 3 から、町家らはについては、低町家が 「町人地j である比刷士山j く 、約 70 %をll iめ 、 riÎ~家地 l
には約20%が建っているに過ぎない。しかし、町家の背カif:jくなるl踊の、中町家 ・高町家となるほど、














1'1犯間111)9Ml" M19 t24 tt29 M3" M39 M44 Tfi T1 0 Stl1 s06 S11 S16 S21 
















ある和風住宅は、 「武家地」に建つ割合が約70%であり、 |町人地Jには約13 %が建っているのに過
ぎない。それに対して、伝統的形式の町家は 町人地|に約67%があるが、 「武家地Jにも約30%が









































泊 .0 1国 .0
?? ?? ? 」 ?~足軽屋数
~'f1 公用地
40.13 


























町人地 i に約45%が~ち、その 町人地 の種目IJの中でもふ町か過下数を占めている。これ
4 [封
4 
.ー..."・"・;・〉一..・"ヨー・・・一ー・ ・ー・ E ! ・.ー一.ー-:;:;::;;:;:;::1おくのを…………ト ー?川、.ぺ';;:;:]'t，三L、と♀ら1-.' rュ ，. .. -， " ・・，'.. ...一一 -.-._ー ・・い「れ .一". 2・ー-・ 1 ・白'，..回一守.，今.一¥ ..幅呈 y司¥一ム1... . .ザ.，一VJ匂今.， いい. 晶 . y巴一¥寸ι"，一.ソ宇，" 司十一 山~γ'.斗ι .' ・.叶L ::;:;:;::;:， みせの主




























































まず間取りについてみると、金沢の町家の、F崎的な間[Jは3-t1 U!lで、 f<から {ミセノマl「チャノマ
(オイ)J 「ブツマj 「オクノマ(座敷)Jと、 4室ほどがl.tiとしてl列に杭き、I宅敷に面して fナカ
ニワ」がとられ、その現に土蔵などが建てられた。おもての道から奥の土厳，ijの fトマエ まで、土間の
ままの fトオリニワjが、通路空間としてとられていた。!日!日が5-6flnになると、主毘の部屋が2列に


















































































































一一一 一--， m 気 1 代
所
d: ~， ，' r:t耳4り":J ぷ備えタイプft事長{rtl: いお分 ぷ備え t放必年代
市 3 ゆ1 10 19C初 19C初 なし 2yIJ3段 低町家・色絡子型E
18 不明 ψJ 10 Ij)j 31 ~{31 1 ~IJ 2 r~ t偽町家・ 1!t1庇~t変形f(地〉
1 -14 明 1 明 1 旬J 1 (W{~5) 1 91Jf'-l !~空 低町家・古絡子塁間
2 -14 明 1 1778 ? Il! 7 (町~59) i列1段 低町家・慾型
1 23 砂J 17 18C後 };.初 (大初) HU、r3段 低町家・~~
8 2 人 1 大 1 人 1 なし :骨13役 f.Ii町ぷ・ 2n¥庇1¥'1.
9 Ij)j 17 砂j 初 )， 7 大 7 ( HIJ3!!，i:) 中;まIoり押!附 44
1 24 人 3 大 7 人 7 なし 3刈3段 !t<:ぷAiり卑l
33 砂iJ 18 19C初 19C 初 ~ .16 1 yllγ4段 低圃r:ぶ.，'1絡('rJ 
明 21 19C 中 Il{ 5 附 5 1h干4段 ，n;lSr本・ 2iTl ~王司j
ゆJ41 1)1 39 19J 39 日U 48 2世IJ3段 L~1ôり卑J
15-8 汀 19C初 切1 10 明 10 HIIH世 i氏田nぷ，~*品 r~J
2-2 IT 19C'IJ 1I{l 10 (町llO) l州 1f企 ~.~胆r:~ ・ 1 if，俊市
明 2 19C中 19C'1J なし 2 ~IJ 2段 低田Iぷ.，fJ絡 rJIJ
明 41 Ij)j 41 ゆJ41 大 7 ..，~ 'YI 1:.造り.1¥'1
-29 大 9 明後 Il{ 8 (昭40) 1 71J.l f空 3~持 flfl(3 F) 
2 18 明 17 明 <1' 人 1 大 1 3 71J3段 険家必り押J
22 _."砂i 昭 6 fI{ 6 明 58 1 ~IJ 2段 高1ST主・ l市lJ氏再!(変形~地) (3隙lfil)






























































































図 1 0 松林稼(1列m、J ャノツ、ゲγ力・ヘ ¥ _l: .;、サ力・.?)
2 -b.平面における列段構成、
く列とIUJ口の関係>
ζこでは、凶ー 11にあらわしたように、問(_)方向にならぷ部14の数を r列 、奥行き方向にならぷî~~
院の数を，段」として、何列何段というふうに、町家の間取りをタイプ分けする。まず、タIJでタイプ分け
すると、 1:タIJから391の範囲で、 5椅類に分制することができる(表早 2参照)。このうちム印をつけた
2戸は、いずれも特殊な用地であるため、考察から行いている。
それぞれみていくと、1列では間口は3-4. snとなっている。つぎに、 17'J半では間口は4-6問、 2
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凶 1 1 町~~~の予1) .段概念図(山上家}
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町家の一般的な基本形は、 l列3段型で、ミセ ・チャノマ ・ザ.シキと、 3室部屋がならふものである。
しかし、金沢では、 1列取の場合、調査した4例11すべてが、また l州、ドでも3例中すべてが、 4室なら
ぶ4段型であった。奥行き方向にあまり余裕がない、たとえば高市家の場合、 3{'l:というせまい部屋しか
取れなくても、あえて4段型にしているのである 金沢の他の調査で、 1列3段型が報告されているから、



















凶 1 3 1 91)4段型でナントをとる間取り(熊国家) 図-1 4 19
1) 4段型でゲンカンをとる間取り(松林家)










今回の金沢の掛金で、 2階迎に部屋をもうけない家は、 l例(松J家)だけであった。 ζの家は1I:i今町
という胡L心にあって、かっ間口の広い家であることをJ5・えると、きわめて占い造りであるとみてよい。点
構えの改造は大きいが、 18世紀までさかのlまると弔えられる。
この例を含め、 ~1合した家で、t1IJ建が汀Jヨj切の家か 71 五あ勺たが、民り ()/;はすべて、 21惰裂にもi主蚊
をもっていた。この 21塘哀のI~~赦と、 1 1情の時敷とをJLべ、そのjC作の格やlよさから、どららが.tJ~~倣か









































国 1 6 3列3段型の間取り(森忠商庖)
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図-1 7 r 1階主ザシキの間取りJ(高島家)











































底翻ギ hl ζ二3低町家 ~中町宮
密室宮市町主主 匝誼糸}手 1045 
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陸軍謹 人窓 医盟国天窓十嵐返し ~風返し
密室週明 後 ~付属品無し
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民) 2 4から、明治WIをとおして古い形態の、簡単な脱水柿jiEが約50%、頑丈な登り梁構造が約15 
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関 24 各区年代による町政2階屋根裏栂造の割合
-176ー
図 25 町寂持式の 2階毘根集結逸の割合
< Mf~~の変化>
Ir家の2階軒下の両端には、延焼防止、隣家との区切りなどと して、 lh墜がつけられている。
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〉 一 一¥ 〆 ¥ 3 -b.表構えの構成要素
さて、町家の表構えは、大屋根 ・2階表・ l階庇・l階表、という 4つの部分から基本的に成り立って
いる。大屋根と 1階庇は斜面となって屋根をつくり、 2階表と 1階表は垂直面となって壁をつくる。この
4つの部分にわけで、それぞれどのような構成要素がついているか、細部にわたってあげてみよう。
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図-28 各区年代による町家2階外観の割合
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同 -"36 近代洋風住宅各様式の2階窓形状の伊l合 図 38 近代洋風住宅各様式のム|均破風の2lj合
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. 5戸、無・ 5戸、洋館付 ・2戸、数寄屋型・ 2戸、切妻型特殊タイプ・1戸、洋風住宅の住宅系 ・4戸
であった。また本章の間取り分析については、和風住宅の23戸(表 6)、洋風住宅の4戸について分析
をすすめる。
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家に座敷が 2 つある場合、格式が;吉i く接客を主とする座敷を拍~救とし、主1~~般に比べて格式が{尽く、





























































































































































































































2 1 -1 八幡市の人口変遷
1 -1 1 八幡市人IJの統計的問題点
1 -1 2 八幡市の人IJ変遷について
2 1-2 八幡製鉄所の従業員数、生産虫の変遷
2-1-3 八幡製鉄所の発展と八幡市都市形成の時代区分
2 1 -4 まとめ
2-2 設立期の八橋の都市形成(明治29"'4年)(l8~~"'1~1 1) 







1 - f 明治lUIの巨大プロジzクトの決定について
221 2 明治29年の八幡村
2 2-2 設立期前期の都市形成
2 2-2 1 鉄道の新g没と駅
1 a 九州鉄j立海岸廻線
1-b 八幡駅の設置
2 2-2 2 おもな新設拡幅街路












2-2 2-5 まとめ設立期前期の都市形成 2-4 拡大期後期の八幅の都市形成(柾5'"昨)(lnb"'l~) 
5 a 都市的骨格の形成
































2-5 合理(閣の八踏の都市形成(大正10 "'~ßfD 6年)(Bl "'Jl) 
















2-3-5-1 枝光地区への工場の進出 2-6 機体自闘の八幅の都市蹴(臨07"'20年)(BJl"'~~) 
2-3-5-2 枝光地区の市街化の進展 2-6-1 戦時体制期の鉄鋼業
2-3-5-3 白川遊廓の設置 2-6-2 八幡製鉄所の拡充ー増産10カ年計画
2-3-6 八幡市の市制施行と町丁名の決定 2-6-3 戦時体制期の八幡の都市形成




2-7 戦後復興期の八駒郡市形成(昭fO2 1 '"3 0年)(l~~~"，~~) 
























2-7 2 1 八幡市の戦災地区の戦災復興事業
2 7-2-2 新八幡駅の設置と駅前の戦災復興医画整埋llJ~
2 7 2 3 西本町商庖街復興の消滅
2 7 2 4 中央区の復興
272 5 戦災復興計画による街路事業
273 まとめ 八幡の戦災復興計画のその後









































































































































































































































① まず一戸あたり人数をみると、明治28・29・30・3I 11~(!895 ・ 96 ・ 9
7・98)は、すべてちょうと3.5人/μ、32年(1899)はちょうど4人/P、33・34年(1900・01)は3.80
人/JI、35年(1902)から43年(1910)まで9年聞は、"0 年(1907)を除いて、 3.71人 fiとまったく
同じ数字となっている。
これらの数値は、基準になる年の数仙をきめて、それにより ~H?ーされた数値で・あることはは っ きりし
ている。つまり明治28.......31年(1895.......98) までは・戸あたり人数を3. 5人〆 戸として~n?:~ れており、
3 2年(1899)は4人/戸ちょうど、 33・3"年(1900・01)は3.8人/ド、 35 年(1 902) から "3~1~ (1 910)
までは3.71人ノ7ヨとして、人口か戸数かどちらかがらととなって社口:されたものである。















つけ加えれば大正11・12年(l922・23)は4.80人戸、 13年(l924)'a4. 78人戸、 1"年(1925)は4.5 
0人戸、昭如元年(l926)は4.55人戸となり、これらの数値すべて人口調査をもとに、 Jー-iあたり人数を
まず確定して、戸数を計算していったものと巧えられ、いずれもl'I散は、.J.l]イをそのものからでてきた数値




















る。八幡は明治22 年(l 889) 、枝光・尾倉・大蔵の三つの~tが合併して、八幡村として発足した。明治3


















-22-1- ? ?? ，，】? ?
図表1-1八崎市のF噌人1 (※印合併iJ) 
iJ: 戸数 人 1人r1号制比 戸あたり%) 人敏{人/戸)
一一一勾Ir.i 28 370 1.295 3.5 
29 379 1.326 102 4 3.50 
30 490 1.715 129.3 3.5 
31 968 3.388 197.6 3.5 
32 1.580 6.320 186.5 4 
33 1.700 6.460 102 2 3.8 
34 1.750 6.652 103 0 3 80
35 2.261 8.379 126.0 3 71 
36 2 531 9.380 11.9 3.71 
37 3.160 11.712 124.9 3.71 
38 4 031 14 939 127.5 3.71 
39 5.757 21.335 142 9 3.71 
40 7.554 27.955 131.0 3 70 
41 7.510 27.832 99.6 3 71 
42 7.622 28.247 101 5 3 71 
43 7.703 28 572 101.2 3 71 
44 8.068 29.671 103 8 3 68 
大正 l 8.569 30.420 102 6 3.55 
2 9.307 45.630 150.0 4.90 
3 10.066 46.236 101.3 4.59 
4 11.260 53.365 115.4 4.74 
ヨ眠 5 16.269 78.090 146.3 4 80 
6 17.642 84.682 108.4 4.80 
7 18.600 89.472 105 7 4 81 
8 19.286 96.430 107.8 5 
9 20.319 101.595 105.4 5 
10 22.495 112.-170 110 7 5.00 
II 23.912 114.774 102.0 4.80 
12 24.158 115.958 101.0 4.80 
13 24.379 116.287 100.3 4 77 
調高 14 26.318 118.435 101.8 4.50 
"8(1科11 28.564 129.968 109.7 4 55 
2 30.579 130.297 100.3 4.26 
3 31.853 137.431 105.5 4.31 
4 33.881 146.471 106 6 4.32 
5 35.371 168.796 115 2 4.77 
6 36.141 174.115 103.2 4.82 
7 37.607 176.748 101.5 4 70 
8 39.668 188.265 106.5 4.75 
9 40.776 200，598 106.6 4，92 
10 42.922 208.625 104，0 4 86 
I1 44，312 218.272 104 6 4.93 
12 46，860 233.613 107.0 4.99 
13 48.763 244.560 104.7 5.02 
14 50，541 255，486 104.5 5.06 
15 52.038 262.264 102.7 5，04 
16 52.415 264.073 100.7 5.04 
17 53，821 274.307 103.9 5.10 
18 53，976 278，307 101 5 5，16 
司匝 19 55.764 252.662 90.8 4 53 
20 35.674 151.378 59.9 4 24 
21 35.278 154.646 102.2 438 
22 38.732 167.829 108.5 4.33 
23 39.805 180.984 107.8 4 55 
24 41. 452 203.561 112.5 4.91 
25 46，191 210，051 103.2 4.55 
26 50.815 228.197 108.6 4 49 
27 52.602 238.319 104.4 4 53 
28 53.855 246.366 103.4 4.57 
費量 29 56.332 251.215 102.0 4.16 
習量 30 61. 922 286.2.11 113.9 4.62 
31 66，236 282.6116 98.8 4 27 
32 68.519 302.151 106.9 4 41 
r八幡市史Jr八幡市世:終制J
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図表1-2八幡市人口対前年変化比推移






























































2 1 -4 八幡製鉄所従業n数、生産官の変遷








ない。また戸数より一戸あたり人数を白"l?:すると、昭和28年 (4.57人)、 29年 (4.46人〉、 30年
(4.60人)、 31年 (4.27)人、 32年 (4.41人)、 33年 (4.36人)とたいたい減少傾向か続くわけで、









従 調E )( 数 せ; ，Jf 量(100t) 従業貝 l人あた')
4'. 
車直員 ュ:剣 際夫 針 銑o. 鏑J:t 鋼材 u 生産量 (t人)
明治29 39 39 
30 80 80 
31 114 34 148 
32 362 81 443 
33 490 266 756 9 。 9 1.16 
34 504 2.283 2.787 300 113 35 448 16.09 
35 438 1.763 2.201 102 323 236 425 19.32 
36 629 1.729 2.358 。423 286 709 30.05 
37 704 3.610 4.314 325 620 413 1.358 31.48 
38 712 6.155 3.073 9.940 884 868 459 2.212 22.25 
39 829 7.263 3.058 11.150 1.006 1.343 699 3.047 27.33 
40 844 7.876 3.086 11.806 968 1.419 881 3.267 27.67 
41 879 7.602 2.612 11.093 1.031 1.315 911 3.257 29.36 
42 882 6.457 1.562 8.901 1.161 1.577 1.032 3.770 42.35 
43 810 6.380 920 8.110 1.291 2.097 1.565 4.954 61.08 
44 892 6，483 1.426 8.801 1.477 2.335 1.766 5.577 63 37 
大正 l 914 6.949 1.830 9.693 1.779 2.763 2.054 6.596 68.05 
2 919 8.767 2.124 11.810 1.787 3.041 2.187 7.015 59.40 
3 991 9.884 2.444 13.319 2.217 3.338 2.304 7.859 59.00 
4 1.041 12.567 2.348 15.956 2.467 3.821 2.649 8.938 56.01 
5 1.214 13.073 3.934 18.221 3.021 4.723 2.924 10.668 58 55 
6 1. 343 14.128 4.212 19.683 2.988 4.807 3.413 11.209 56.95 
7 1. 573 15.822 4，892 22.287 2.692 4.538 3，039 10，539 47.29 
8 1，964 16.273 5.954 24.191 1.673 4.376 2，905 9.954 41.15 
9 2，278 17. 190 6.185 25.653 2.436 4.489 2.970 9.895 38 57 
10 2.444 16.434 5.057 23.935 4.072 5.164 3.514 12，751 53 27 
1 2.261 16.044 4.807 23.112 4.656 5，938 4.127 14.721 63 69 
12 2，467 16.627 5.566 24.660 4.852 6.328 4.623 15.803 64 08 
13 2.238 17.211 6.338 25，787 4，893 6.847 5.018 16.757 “.98 
14 1. 750 17.812 5.140 24.702 5.858 8.635 6.460 20，952 84.82 
日目初 l 1.805 17.661 5.133 24，599 6，541 9.796 7，323 23.660 96.18 
2 2，099 17.482 5.563 25.144 7.348 10.541 8，300 26，189 104，16 
3 2.159 17.891 7.117 27 167 8，318 11.601 9，372 29，291 107 82 
4 2.151 18，587 8.835 I 29，573 7.810 13.352 10.598 31.761 107.40 
5 2.256 18.303 7.269 27.826 8.237 11.568 8.898 28.702 103.15 
6 2.206 16.691 4.713 23.610 6.556 9.938 8.226 24.719 104.70 
7 2.568 16.423 6.053 25.044 7.854 13.470 10.999 32.323 129.06 
8 2，673 16.598 8，248 27.519 10.675 15.911 12.649 39.235 142.58 
9 2.806 16.891 9，939 29.636 12.125 17，432 14，350 43.907 148.16 
10 2.853 21.032 1，649 35，534 13.080 20，039 16，034 49，152 138.32 
1 2.895 21.961 10，847 35.703 13.553 21.322 17 252 52，156 146 08 
12 2.954 34.599 8，767 46.320 114，753 22.302 17.574 54，629 117 94 
13 3.071 3宮.218 5，762 48.051 16.045 23.748 19.466 59，260 123.31 
14 2.442 46.401 3.788152.631 17，512 23.933 19.771 61，216 116.31 
15 2.683 46.419 3.198 52 300 16.815 23.816 19.277 59，903 114 54 
16 5，723 44.5ω 2，423 52，655 17，351 24.494 19.357 61.202 116 23 
17 6.735 46.782 1，782 55.299 17，616 23.823 20，291 61.730 111.63 
18 7，924 51. 725 958 60，607 16.636 23.877 20.015 61.528 101. 52 
19 9.853 56.887 363 67.103 11.324 17.002 13.242 41.567 61.95 
20 5.676 29.850 218 I 35.744 2.050 4.015 2.563 8.628 24.14 
21 4.963 23.444 256128.663 1.287 1.499 1.209 3.995 13.94 
22 4.674 23.256 
2523720651t 1 l281612“9 2.911 1.749 5.560 19.74 23 4.657 28.049 3. 36.271 4.384 6009 4.404 14.796 40 82 
24 5.198 30.164 43989816m loω 7.989 25.318 63 46 
25 5.325 29.713 4 .225 I 39，263 
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"製鉄所文書『明治30 年 7 月起・参考書~ r製鉄事業調査会ノ報告ニ係ル事項」からの引用。(三枝博



































.) r八幡市史d 八幡市役所昭和11年 p.p. 221-225 
川のち、八幡商了会議所会頭をつとめた中村良平の談話(r八幡製鉄所50年史.八幡製鉄八幡製鉄所
昭和25年 p. p.422) 
11)製鉄所の位設にかかってから、山内長官から、この2万円の寄付や従来日の住宅の建設をせまられたが、
とても臼抑.できず、いろいろ陳情してやっとその樹若を免除された。(r八幡市史』八幡市役所 昭和1



















































8月30 H ~大島技監は、担鉄所は石炭に白むところがよいとのべる 。 J
9 Jj1 3日 大里・板帽では、用水をJlIから開設管で引く必安あり。」
9刀I8 Ili両所ともJlI水は豊富で、問題なし。 J
lO)JlrIi製j断の{慣が、福岡県に内定」
1 0 H 6日，製鉄所の位限は、 3カ所の候怖の内、大島技監の欧州視察によって位置を決定する。J






















































I g)三枝博苦 ・飯田賢一 『日本近代主獣技術発述史JJ4!洋経済新報社 昭和32年 p. p. 201-224 
20)三枝|噂古 ・飯田賢一『日本近代製鉄技術発達史』点洋経済新報社 昭和]3 2年 p. p. 202 
















































































かに、 lJl.，¥用水取得に関して、 l}<白地主の承諾出Jをとったことぐらいである 21)。
つぎに用地質についてである。
製j~所lま、 29年に同地の買収・支払まですべて済ませているのであるが、その年に支払った用地質は、















21)芳賀符l'義f製鉄所設罰請願運動の大要1(八幡市史J八幡市役所昭和11年 p.p. 221-225) 






















小;&..北方第 12師阿波lríと八僧官1:~，a究所設ìñのための 1:地口収 :It{曲の比較('I¥{屯銭/W)
- fm畑宅地伝凶 111# f!i，野記爪:#1忽地， 合at
~ 
~t}i ・陸軍E 兵営ít?きm~ ω30ω 21 14 - - 40.oJjJ:il 
賀mt4i悶(明29.8より3ヵ年計両) Xl140 
八幡・吾玉虫鉄i好投初日制収 50 30 ω 50 21 14 I~ 21 ' 29JjW 
(明29.12)
¥-__ ---~ 
①~t}iの航段は 'r，，~fj'j f量! .Jl29{手8月21H・Iけ記事による.
め八億の鱗段は勺1信1世!}.p.p.220のt.tnい1".11費用ヂ-~より計算したもの.
図表2-1











Eト ココ豆モ~二一一手ムベ三二吾子千二百三完奏者亘書翠忠司圃・・・・・:...~・-ぺ-有青空三ごP可否-小 ・ -二一ごI、-ー・ζ，九 . ' .~~-"":":' ..~守主週腰司咽
・ヘ. ・~ 、て~チFーたケ {、 ... ・ 'ー-♂ ・ー .一-戸，_土竺~戸 ・-・





収に便宜を与えしかば、地.主一同も相当の価格をもって買収に応じ、 (以下略) と記されている 8230
また、八幡においても、芳賀八幡村長は、 r(用地買収について)区民ニ面接、[同家的事来ノ利害ト、
八幡百年ノ大，;1ヲ説明シ、漸ク承諾ヲ得タリ。 lと述べている日〉。
















川敬一郎 ・ 若松築港社長)宅ニ於テ、安川、平附浩太郎(仏~!出代議十)、長谷川芳之助ノ諸氏、父ト jh



















地凶 1 38) は、明治29 年の八幡村主~i知庁建設予定地周辺の凶である 止法良で、のちの製鉄所と九州鉄




は、 26万坪であった(三枝問青・飯田賢 -r日本近代製鉄技術先述史」忠洋経済新報社昭和32年 p. 
p. 199)。



























されたことにあると怨像されるのである。新聞記事によると、尾合で移転が必要な家は、 38戸であった.， ) 。
222 設立期前期(明治30年-39年)(1897-1906) 
明治30~f:lO月、製鉄所長官は、良樹若省鉱山局出身の和田維四郎に変わった。これ以後、製鉄所の




































































































図表2-3 'a'いt1fi':t/I 1 l.lt ~，~~のτ 凪
院.:，<叫ih.n ，1耐!!l，t曹て，る.tニ








































































































































p. p. 288 
-256-


























































































































































!~ 主 {呈 3且
A， 工I島内中央総 長 官 1， l$内中矢1i5
トー
A， 1:1島内周辺sl¥ 幹Rs駈民 A， 'S内i羽i'lat E直
C， r.s;Jif，'.jl量IT1J お寝ぃ外人 lJ， ，r.外大:'f'i!:辺 ft l主
tc:-I:srh問U，'u会 ，--n聡 us， 1まm品開 iI 1: 一 一工 日 C 城下胞は組処 足
















~J災 2-8 八申告と城 fiTの附1“日Ij応 i主I也の比じモデル
















・0)地底J 3 (明治tI4年八幡町) r担鉄所及側近図、筑前凶八幡町j1 /5.000 (八幡製鉄所蹴)明治t14 






































81)古r.:，敏夫『体系日本史謎t!i1 2、産業史ilj p. p. 500 
e z)r明治3"年作業開始式における和国製鉄所長官の報告J(r八幡製鉄所50 年史~ p. p. 10)明治2

















































































つまり 、中本町通 (4間)から分岐する凶日llJ通(幅41首])に対し、 IciJじ怠昧の街路として、通Ulfjil( 1 




























































たがってそのほとんどは~m~JT府内において 、 工場かt弘没されたものであって、 一般市街地も含んだ八幡
の都市の骨格が、大きく変わるようなものではなかった。この第l期拡張工事を、拡大期とせず、設立期
に含めたのはこの珂山による。しかし、これにより、都市構造において意味の変化かあったことについて




































地克新聞の~c'n:をさがしたか、 3 9年4月23Hの f門司新報1に、 39 年度の拡張L'l~の予算等の説
明とともに、「此の場合となりでは、流石に廊ろき構内外の地税も、漸やく狭陰を告げ米り、或る部分は





































































この計画生箆量は、銑鉄を除いて、鋼材では拡張工:'l~の7凸&:した41人1 1:s 1: (1917)には、 l1!くも述成され


























































(31 明治44~ (4 ) 大正 9~ 亡コ第 2M鉱張用地
図表3-1 第2納税で製鉄所用地となった校光地区 {国鉄線西側)の変還





まるめられて、製鉄所の斡旋により f八幡商'[会 E という形で右・仮をかかげることとなる。(r八幡商工
業会議所全史J p.p.127....p.p.130)このような勤きに対する製鉄所の細かい対応策は、この第2期拡強
工事の移転反対運動をうまく収めたやり方とよく似ている。














































(1 1) 家主側は、以上7ヶ条を地主側に示して交渉したが、地主側委員は f余りにもその条件の突飛
なのに一驚を喫しJたが、円満解決のため双方委員が話合うようにはからったところ、家主側は、
i7条の案件をさえ貫徹せば大いに満足」であるから、あえて合同協議は必要ないと恒絶した。
















































地主側土地代上 13.500坪 7.10f1J"坪 約 95.800門
下 24.000坪 5.80円/坪約 139.200門


































さらにそれに次いで 6 月 9 日には、只体的な内容は一切書かずに、 l 事~s.知Fr収用問題の解決近し l とい


























いずれにせよ、この第2J~I拡蝦工事の議案が、議会がj必品したのが3 月 2 3目、 Ij地取得の話が持ちだ
されたのが3月25日の新聞であって、反対の戸はあったが、 6月9目、つまりほぼ2ヵ月で話を解決し
ているのである。完全な製鉄所側の勝利であった。


































































所白谷川地」となっているのである。ところが明治4;1年の地凶(図表3 2 (2) )では、この白谷川
地は民IlJ.t1!!となり、かわりにその近辺に 「宮間用地jか取得されている。そして翌明治45年(大正元年)
の地~] (惇}表3 2 (3) )では白川遊廓が町割りされている。さらにこの宮田用地は大正9年(1920)の










































































































































鋼飢餓」 といわれるほとの状態となっていた。 鉄鋼の問要は、とくに大正4 勾~li~かっ、、ちじるしくな り 、












したがってこの時期の具体的な鉄鋼政策は、八幡'1鉄所の8 らなるやli;践と、 l\:問;tt.õ-の f~~1益Tf[成という 2
本立てであった。八幡製鉄所の第3期拡強計画は、第2期拡強において述成された鋼材年産35Jjlを、 65
万tにしようとするもので、 6ヵ年計画(大正10年(1921))也ぷ予定)で、 3，500]jI11の予知が組まれた。


































p. p. 167....169 
p. p. 170 


















こうして大正10 年から、製鉄所は第 3 期拡張1:τlfを続けてゆくと同時に、合開{じ~l附を断行するとい
う、苦しい時代 合開化朋に入ってゆくことになる。






































.'l~ 叫i l.iの，W.情の丙釦から ~たもの 明r古 34 ;r. r ，、活者l~ [会L嶋崎令暗!J平品，]1こち: てい
る毛t々 がIt肯J告白・l!l.人l.5 ~の :r，3 lt:tr.$品.'1、つHr.."以雨情向と 三る.
同点4-2
図表4-3 M2期金t張と第31J!依強にがする収用面積家屋数など
総面 fR 家毘宅地面積 地主歓 家主数 家毘怜~
第2矧鉱妓工纂
37.500坪 7.800t.'f- 不明 不明 約600f車
枝光・大正元年
第3期鉱張工穆













川被ZE調査後の統計・による。 (r門司新報プ大IE5 ~l: 5 J6 H付) この大谷貯水池の決泊は、堤防工事
後 1 カJjしかたっておらず、~~鉄所による堤防工事の技術的失敗が原因であった。(r八幡商工業会議所



























































































































































































































































明治33~ 完成.域内 ('Ij" (1 '二時製鉄I'lclぬ』
2 4 1 6 その他の工場用地の造成桐海均の埋立て




























































































14 i:). 1 r'1
西本町の都心イヒ
寸雲、.J










2 2 ぺ2 
、-~そ
八中毒中央区のJtl![f.(1古J.ニつの問の1:








員 ・ 1J(~助者:'1 、まだ描洞な住宅に住むというようなゆとりはなかった。 この地区に新しく住んた人々は、














































したがって、さっそく1!~J.失所は、大正 7 年(1 918) に海作.を埋め立てを出願し、 8 'rl~に許可をとりつけ、
以後は埋立とL寸、無から(fをうみだす錬金術的用地の拡大がはじめられてゆく。






a aJ ".八幡商工業会品所-'(:史}八幡商工会議所 ß{~干11t1 0年 p. p. 422-431 
- 304ー
を形成して、製鉄所への通勤の便を第 ・に考えられた配置であった。









には郵{使史ん凶1が辿設され、そしてそのlijには脳fという八幡 4 のlal脱が、明治，.， 2年(1909)にできていた。
このように中央院の通町周辺が、八幡の行政中心として機能しはじめていたのは、設立JUIの後IUのことで
あったn そしていちおう八幡もおらての顔が形成されたのである2230
ところがそういった市の行政・事務中心とは離れて、枝光の台地上に、別鉄所*!J~務f!frが大 1[ 5~1: (l 91
6) 7 月にúTされた。この用地は製鉄所に隣接する所で、 ~tJl ~ljÎjがj~ばれたのであり、人rI初JVIの第 2JYI 
拡張工*に合わせて用地が手吋されたものである。





































九州製鋼が設立され(大正6年9月)、 }l畑には東洋製鉄が設立された(人正6年 11 Jj)。ところかこ
ういった弱小製鉄会社は、戦後恐慌により、経営不振におちる。 Ji畑の点作製鉄は、大lF1 0"ド(1921)に
は八幡製j9Jijfの委託経営となり、目前日9年(1920)に併合される。また九州製鋼も、昭和3"I~( 1928)には八





































大正8年4月 I 143 207 298 
『商工政策史第 17どさ鉄鋼業』通商産業省 UmIJ45年 p.p.203





p. p. 214) 
川大正13年(1924)からH円相2年(1927)の問に、八幡製鉄所の生産性は、従業員 4 人あたり 、65t/年か
ら105t /年と 、大幅に 1:持している。
















Us，fu t1 ~Fのユューヨークの株価暴落は、日本が昭和 5 年(1930) に金解禁をしたことから、いっきに日本
にもおよんで、深刻な不況におちいり、鉄鋼価格は3分の2ほどに弘洛した。鉄鋼カルテルも強化された
が、需要仙のため、価栴を下げざるをえなかった。昭如6年(1931)は、 5年よりさらに落ちこみ、八幡製
鉄所の~N在日も、昭和4 年に対し、 20%以上も減少した。従業1-1数も、 't~た町の格ちこみとちょうど同じ
ように、 20%ほど減らされた。このような最誓期になって、以.'lijから検dされてきた製鉄合同が、具体的
に計l山}され、間拘19年(193Uに、日本製鉄株式会社の誕生をみることとなる。





















































的 r2 -1 4 八幡製鉄所の従業n数・'1:T目立の変遷J参照。


































2 5 5 -2 西厄合 ・小{戸雌山の切取りrli街化
このように前田地底の市街化が&むと、ひとつ問題がでてきた。というのは、尾倉地区と前田地区との
間には丘陵がつらなり 、八幡lJy部地区は分断されていた。このうちとくに、通町より北側にある、つまり
川 r2 4 2 1 前田地民の市街化参照
-.，10-





























和5年7}fに組合設立の回目]をえて、6年3月に工事に許Tし、 7~J: 1 2 Jにほぼ竣工したか、低湿地の
ため全地i去に朋め立てT~~~をほとこし、 1 0年5月に換地を。議決している。











なてt誌が建設されるようになる。ます大ト-1~ß (1 915) 、安:Jl I'IU気が設立され、大正6 年 (191 7)にはjJJ崎京
栄、大正7年(1918)には九州製鋼等が設立され、大iE9 年(1920) には旦，!，*Cj~f.Utの広大なI埋め立て地を竺支
が取得していた。その後この地に、昭和9~F~&立された日本タール工業(石炭化学工業、のち 三変化成)








ありふれた長Jj形プロ yクの形態であるからである(凶京5 3)。つまり、 hl初の予定を変史して、き
わめて怠識的に、この形態がとられたのである。
放射環状(正確には苧環状)形の形態になったのは、次の二つのjlJl4Jによると考えられる。
























































( r都市計画jNo.151 1988 p.p. 74)よWho was Who (4)J [都rlj計Il!Ji『内務省履歴l、3・) r町間保j
り人-正1a年 .l~崎尚1:会2市街tJりでF定線入黒崎尖例地開J図表5-3
明治36年(1903)生まれ、山口県徳山出身、大正15年(1926)点大仁木宗 .].Ju立市技手、昭和3年(1928)
内務省技手 ・大臣官房都市計画謀、 4年(1929)7月任都市計画地}j委n会技手 ・都市計画福岡地点委民会
勤務、 8年(1933)8月都市計画点京地}j委口会勤務、 20年(1945)2j]都市局区画整理課長、同 11月戦
災復興院技師、 21年(1946)同土地品工務深長、 23年(1948)旭投lii:都市10)医両整理課長、 25 ?1:(l950) 
建変古都市Jt1J復興課長、 26年(1951)首都住設委員会事務局長、 29 {r: ( 1954 )帝都高速度交j垣割引開官、
3 7年(1962)退任、 40年(1965)日本部rh，;f両学会会長、 42年(1967)1 0月死去・ 64才。
川東後琢三郎は、兵庫県出身で、 1瑚耐における都市計画およひ;:1:地レ(u尚j整昭事業の主のような存在であ
!p'\f.-:-j町令1岐‘にグリット状の clfu〆9 止~Hi~耳里をする f定てあった.
ずから手を下すということはないという。当時八幡市土木課職員であった江崎高一郎15)に、昭和47年頃
うかがった話によると、福岡以に来ていたいちばん右い技手であった町田保さんであろうという。
都市計問JNo150 1987 p.p.81)という人物であり、昭如3年(都市計画 Whowas附o(3)、っTこ。 j-人である。大苓後、 hZ災後の点京復興から町田保は、いうまでらなく、日本の都市計画を切り開いた
(1928) 7月都市計画福岡地方委R会に転勤し、 6年(1931)1 0 J福岡県都市計画課長となり、昭和12年
(1939) 1 J]までつとめている。

















































































2-6 戦時体制l期(昭和7年'"2 0年)(1 ~n"'~~) 












は、主化'jy:工業をLfJ心とした経済発展をもたらし、鉄鋼業にとっては、 H，fIJなf15Fが展開されたロ 11m!)(i 
年を最低とし、戦時統制経済前の昭和11 1'1:(1936)の聞に、銑鉄の'1:斤Ltilli92Jitから200]]lへ、鋼材Ii
































ほとんと}忠誠、 1h4千戸が焼失した。 8月15 日、終戦を迎えるが、この"J~八幡の生産I誌は総計86万 t で、
大正4，"l:{l915) t!A、つまり 30年前の水準にまで落ちこんでいた。
















も、 R{1f[l2 "f~ (1927)から、この地は洞海にちなんで洞岡と呼ばれ、新たな工場拡張の中心地として着々と
り鋼塊のピークはIInfl116年(1941) 鋼材のピ クはR{]f日17 "1:(1942)であった。 (f2-1-2 八幡











戸i'Jhlbjがたてられ、八幡製鉄所では、わが国初の1.000 tという制悶第3高炉(1.000 t )が建設された








年の鋼材620万tの計画は、 12年8月のotl由}では、 RfJfl116年に鋼材1.ooJi 1の生産目標に、大幅に引
き.1:げられた。さらに昭和13年(1938)3 Jには、 s{HlIl(i Wの生住r-I僚は1，1007i lにまで引き上げもれ
ている(いずれも日満支総合の増鹿目標)。
このようなー大増産計画のもとで、八幡~~文所';t~1司，.司地区をIIJ心に、 b回生はどんどん拡充されていく 。




和 12 年(1 937) の第 3 次拡充計画により、ストリ y フ u誌がill設されたことにより、八幡製鉄所の坐陀)，~
地として杭倒的に利用されていくことになる。
このような設備拡充の結果、八幡製鉄所は、[li先発足u与(附flJ9 ~l:) にくらべ、昭和 1 6年(1941)には







S) f ~~ 1 4 6 その他の工場用地の造成制海向の!'H¥1 参照
7) Q'八幡製鉄所80 年史総合史』新日本製鉄八幡~J.刻rr nl1-W5 5年 p.p.122


















































































f:j 由i孟耐鰹p-1lで生みだされた市街地は、 111や山などの地形ゃ、鉄道なと・の胞投'め?断されない限り、 i;~













2 3 2 
いあがるという結果をまねくこととなる。


































































た人口は、昭和]1 4 年には27万と、 7 年間に9Jj人、 50% も増加した。 II徐Uご~‘えて、市街地はこのIUlに、
5割もふえたことになる。この時期八幡市は、 ，大住宅ブーム・七地ブームであった。
八幡にはその当時をものがたる面白い資料がある。それは昭和I3年(1938)の下関要塞指令の検閲印の















































































































































i一三三で竺と返還した面積 ・ 2色笠竺 〕ー
図表6-6 八幡市の疎開戸数と戦後の買収返還面積
年月 日|死傷者 履災人口|戸数(含工場) 面積(坪n
第l回 S19. 6.151 80 50 2，0001 
第2田 S19・8・20200 lA00! 330 20，000 I 
第3回 S20. 8. 8 2，500 I 52，562 14，000 900，000 
計 |乙780I 5七@ 14，380 
図表6-7八幡市の空良
強制疎開が、 rfj全体の20%の家に対しておこなわれたというのは、驚くほかはない。 31万坪とは、ほぼ

















































川 rハ、幡商工会議所全史』八幡商工会品所昭和43年 p.p. 213 
1・}下川義雄『日ノド鉄鋼技術史』アグネ技術センター 1 9 8 9 p. p. 168 
-331ー
-明、、ミ ~.'・・・ ー 一・、、、





2-7 戦後復興期の八橋の肺形成(昭f021 '" 3 0年)(l~~~"，~~) 




































































2) r八幡製鉄所80年史・総合史Jp. p. 210 第 l 次合理化工事慨~
334ー
年度 E主鉄 m鋼 鋼材 年度 S先 S主
明治33 0.9 昭初15 1.682 
34 30 1 3 16 1.735 
35 10 32 24 17 1.762 
36 。 42 29 18 1.664 
37 33 62 41 19 1.132 
38 88 87 46 20 205 
39 101 134 70 21 129 
40 97 142 88 22 242 
41 103 132 91 23 426 
42 116 158 103 24 688 
43 129 210 157 25 787 
44 148 233 177 26 1.132 
45 178 276 205 27 1.199 
大正 2 179 ぬ4 219 28 1，435 
3 222 334 230 29 1，399 
4 247 382 265 30 1，659 
5 302 472 292 31 1，925 
6 299 481 341 32 2，108 . 
7 26!1 436 304 33 2，278 
8 267 438 291 34 2，959 
9 244 449 297 35 3，732 
10 407 516 351 36 4，473 
11 466 594 413 37 4，760 
12 485 635 465 38 5，401 
13 489 ω7 502 39 6，080 
14 切6 866 646 40 6，040 
15 654 982 732 41 6，197 
昭初 2 735 1.057 830 42 7，111 
3 832 1.1ω 937 43 7，334 
4 781 1.339 1，ω。 44 7，ω6 
5 824 1.161 890 45 7，854 
6 6部 999 823 46 7，168 
7 785 1.353 1，1∞ 47 7.171 
8 1，郎8 1，598 1，265 48 7，916 
9 1，213 1.752 1.435 49 7.173 
10 1.308 2.015 1，ω3 50 7.169 
11 1.355 2，144 1，725 51 6，889 
12 1，476 2.243 1.757 52 6.116 
13 1.印5 2.391 1.947 53 5，1∞ 
14 1，751 2，4ω 1.977 54 5.877 















































8てこの問、 8TH日20年(1945)から昭手口30 ~1 : (1955) までの、戦災復興JUIの八幡製鉄所の従業員数の変
化をみてみよう。
s{jf[J 2 0 年の終戦Il'J.後、1:.~はほとんど停止していたため、大幅な人口が余剰となる。従業員数は、 2
0年7月にいた、 3.7千人の徴m・1:、 2.8千人の例鮮出身工、2.6T人の学徒を、 11月までにすべて整町し、
本'[は32.3千人から16.7千人に、私自は6.2千人から3.3千人まで、希望退職と勧実によって幣理し、合H
4.8万人を2.0万人と、下数以ドにしている このちょうど2万人という数か、戦後の八幡製鉄所の従業日の、
ぬ興にむけた出発，:.1.-cあった。 (民Ll<7 3) a> 
昭和21年(1946)は、生産fitでは最低であったが、復員などで8千人従業日は増え、 22 ~I:: (1947)もほぼ
その状態ですすむ。23年(1948)は傾斜生院で、さらに5千人従業日が増え、 iU興が彰以草に乗りはじめる。
2 .1"1' (1949)は3下人t甘え、 25年(1950)はそのままである。 26年(1951)は明鮮動乱で、また2千人増や
され、従業員数は合白十3.7万人になっている。この3.7万人が、戦後の八幡製鉄所の従業自の~大値であ っ
たのである(関災8 ~ 6)。
たしかに昭和 3 .1-.1 0 年(1 959 ・ 65) と、それを越える年があるが、これは} .1畑地区において従業日がþ;~
えたのであって、戦liから続いた八幡の八幡}U火j折においては、 j占本的に、戦後の従業日数は、この昭和
26年(1951)の3.7万人が最大℃あった(労働布教全体では後に述べるように昭和38年であった。)"以
後、第 i次合開化r、従業員数は徐々に減らされ、昭和31 11 ~ ( 1956)には、 3.3万人にまで、 11%少なくむ
ってL、る。
ともあれこのようにして、附干[j3 1 年、八幡}~カ折の生陀尚は、図表 7 ・ 4 のように、 iJd失・粗鋼・鋼
材とも、戦前のi位向時であるsmn1 6 ・ 7 年(1941.42)をうわまわり、完舎に復興をとげた。いっぽう合~I!
化についてみると、その従業口敏は、図表8 6にあるように、 3.3万人にすぎず、戦前期の最大数6.7)1 
人(日前日19年〉に対し、ほiま、1:数であった。
この前年、日本の戦後の佐興と発肢を、昭和130年(1955)の経済白書は、 ちはや戦後ではなl¥Jとぷ
現した。同民所f~Jは戦前の 5割附し、工業生応ら 2 (告に述していたのである E
巴ト|エ ¥ |学J¥ 本 工|徴用工|朝鮮出身工， ! 総 汁
S. 20.ヨτ示下丸竺_1_3，7ぺ二竺l竺，8841三セ|二47.7331
8| 仇104131，2591 3，4531 2，7881 37， 500 1 一I4，604 I 
二 礼出吐 027日戸に3 28計





年 11月の20.007人が最低であった(職夫を合まない) 0 (八幡事~i失所所史編さん実行委n会編『八幡~1
鉄所 80 年史総合史~ (昭和]55年) p.p.172) 
336-
2 7 2 八幡市の戦災復興計l山j
2-7-2-1 八幡市の戦災地(~くと戦災復興・Jrえ:
戦後の八幡市の人L1の変化は、凶表8 8に示すとおりである。昭如20:'1:(1945)の八幡rliの人口15.1 

















復興・lf~を開始したり 。 つまり、戦災復興土地民l曲i樫埋事某・を、じ っ さいに戦災sζあった地区だけに限っ
たわけである。この1:地区画整.Pfl:l~)長'か、最終的に終了するのは附利36年(1961)であるが、その主要部
分はnl'.fIJ3 0年(1955)までに完成した。









付日本辿築学会編近代i主築学発述史Jp. p. 1. 106....1. 109 第6細部市計肉、 八幡市史続編J (昭和3
4年) p.p.351-356 
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8) r 2 4 2 3 西本町の都心化」参照
η 中央12<の復興は、昭和23年(1948)に中央民復興辿悶カ場占成され、中央区商庖街10戸ほどが竣工した。
きらにl昭和24年(1949)に岡田町復興述盟が結成され、現イ正の製鉄所点門前の商庖街40戸ほどが建造され





























か西本町には、高田デパート .h'JJ芸デパート ・胞デパートなどがあ ヲたが、これら後.nのデパート群は、
個人のスーパーマーケ 1 トというようなものであったという n (八幡商工会議所編 八幡商工会議所全史8
昭和4Q'rl: p.p.187) 
"このデパートの誕生は、今をときめく、福間のれw庭、小合のJ~向!ぜより、 2 ・ 3 年甲かったといい、
八幡商業界もこのころは活発であった。しかしこの八幡の丸九デパートは、昭和29年(1954)に業績不振
により解散してしまう。
10)八幡商工会議所編八幡商工会議所全史J(snf[] 4 0年) p.p.432--434 















1 . 通町 1・2・3・4
あと無名
(18m) ー 中本町1・2・3・4・5(7m) 
的30m
2.通町5 1 9 (18m) 恥~27m
3 .新設 (j並町12)ー 〈通町19) 幅25m
" .新設(中央l均 一山側の水道町など一 制15m
5.諏訪町l・2 幅30m
[r{<ut活路]
IJ4~町 i ・2・3 (7m) 
1 .新町1・2・3・4 (11m) 北ー本町2・3・4・5・6・7(11m) 幅30m
















1 21八幡商工会議所制『八幡商工会議所令史J (昭和t1O'rj:) p. p. 445 
la) 18町名による。
-341 -








































































I . ，日本~築乍会制 『近代辿築'γ発述史~ p. p. 1.101 
15)都市計画]教育研究会編 J都I1i1画教科古，lJ 1 9 8 7年 p.p.45
I 8) 八幡商工会議所編「八幡商工会議所全史，~ (昭和40 {j:) p. p. 396-399 
342ー -343ー
2-8 高度成長期以後 (~Bf03 1年"')(l~~~"') 
281 目前日30年代以後のH本の鉄鋼業























2 8 1 -2 八幡製鉄所の第2次合理化計画
八幡製鉄所における第2次合理化は、なんといっても戸畑地区における新鋭の、臨海 ・-fi:!UJ.知庁の辿設
であった。


















を60皮ほど傾け、接ij:岸壁 ・貯鉱場横のI立iがから、製鋼 ・分解 ・IL.hl工場を、 ・(!l(線にレイアウトしたと
ころにその特徴がある。この高がは1.500 tというかつてない大Jt!J2 )A、製鋼は60t事云が2)I~ • 70 t 1誌が
住設。されたのである。
八幡工場においては、厚板分塊工場の新設、 I圭業鋼板工場の噌強などがおこなわれたか、第2次合FJl化









.1 r八幡製鉄所80年史・総合史 p. p. 258 第2次合理化工事概1，g
-345ー
火入年 社名 製鉄所名 炉内容積 Cm')
日目28 川崎製鉄 千葉 877 
3 " 
八幡裂鉄 戸畑 1. 603 
34 神戸製鋼 混浜 753 
3 6 住友金属 和歌山 1. 350 
3 7 日本鋼管 7.1<江 1. 709 
39 ~海裂鉄 名古屋 2.021 
" 0 
八幡製鉄 堺 2.047 
" 1 U本鋼管 福山 2. 004 
" 2 川崎製鉄 水島
2. 156 
" 3 
八幡製鉄 君津 2. 705 
" 5 神μ製鋼 加古川 2. 8~3 
" 6 
住友金属 鹿島 3. 159 
01 7 新日本製鉄 大分 4. 158 









がはかられ、昭如37 年(1 962)第 1 次全国総合開発計画の、拠J、鴇~]発五式による工業開発地区が構想され、



















































界か、よりはっきりしてくるのである。 ~fJWのつき1ま八幡を l というのが所1:-1の願いであり、八幡製造
所の古い工場を完全に取り壊して、新鋭裂鈎viに抜本的に~tまれ変わることが期待されていた。
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昭和25年 484 147 39，263 
昭和30年 941 236 37，031 
昭和35年 2，214 520 37，326 
昭和40年 4，116 689 37，705 
昭和45年 9，332 865 27，624 























( r八幡製鉄所80 年史 ・ 資料編~ p. p.40 粗鋼住産高表より)

























11) r八幡担鉄所80年史・部門史下J p. p. 315....356 






1 J)外f主要1数のデータは、昭和38年(1963)から53年(1978)まで、 八幡裂S知庁80年史 ・部門史下J

















( 1 )t 戦後の正所員のピークは昭如38 ~F (1 963) であるから、外注要口もくわえた労働者数のヒークも、
この38年であるとする。
(2) 3 4年(1959)まであった現業員・職夫は、もちろん労働行従業白にくわえる。
(3) 外注化率外注要員〆 (職工+外注~íD は、 IIflfl12 7年(1952)の0%から増加し、実数値である
38年(1963)の29%、39年(1964)の32?/'oへと、その問の好不況を無視して、ほほ一律に地/1した
ものとする。















a・)Bm日55 年(1 980)の外注化率のデータは、鎌田:t~ r死に絶えた風足 ルポルタージュ ・新日鉄 J1 9 
85品談社文庫 p. p. 230、による。







第3 に、八幡製鉄所の戦前の~I:~目立のピークは、 m鋼で見ると、日併L1 1 6年(1941)の247万tであるが、
戦後のビークは昭和42年(1967)の917万tであ 2た。従業員は、5.3];人と、 3.5万人であるから、生産性
は、戦中の47t，人から、戦後の262t，人と、 5倍以上にはねあがっていた。





























21 28，407 ! 256 28，663 
22 I 27，930 . 231 ' 28，161 
23 32，706 ! 3，570 ・ 36，216
， 24 35，362 I 4，536 ， 39，898 
25・ 35，038 ・7 4，225E・ ・ 39，263 
， 26 37，089 、 4， 553 ' 4 1， 64 0 
27. 36，729 4，699 41，428 
28 35，43! 3，956 900 40，300 
29 34，578 3，713 1，800 40.100 
3133，237 8 3，1373，7OF-1ZTb5.1 
32 33，524 : 2，990 ・ 4，900 ' 41，400 
33 33，988 ， 2，849 ・ 6，100 j 42.900
34 37，027 107 8，200 45，3no 
35叶 37，326 ・一- J. 9，300 46，600 
， 36 39，893 ・ 1，100 51，000 
3742，220 i 13，20055，400 
38・ 43，666 : 14，191 57，857 
39 39，677 I 15，365 55，042 
40 37，705 15，173 52，878 
一『ー一 ーー，ーー一----.. - -ー一ー 一
41， 36，235 ; 14，203 50 ， 4:~8 
42 34，577 15，312 49，889 
43 32，486 ; 15，994 48，486 
4 30，030 ! ~ 15，435 ~ 45，465 
ぷ :包224Rj-;16，23， J-Q，862
4626，36413，97240，336 
47 24，914 I 12，747 j 37，664 
48 23，757 ; 13，275 37，032 
49 22，847 I c 13，600 ・ 36，477
三il--2K575-i l2，402 ! 33，977 
51' 20，544 ; 12，031 : 32，585 ~ 
520 19，932 1 i l，181 i 3l，113 
'53 山 16 1 :W08 j 2印 4






















































































2・3北九州市史編さん委員会北九州市史 五il合併以後.目前lJ5 8年 p.p.40 
2 1)洞海市内の[.1:誌は、中央セメント(明28)は8くからあったが、大正JUIになると、安凹製釘(大 1) 












小.rrmとの綱引きであり、 5 市合併が成立するには、門司・ J~j畑・若松という比較的に弱L、ifだけでなく、
じつは八幡市のあきらめが必要であったのである。もちろん、八幡製鉄所は、合。付あ韮派であった。この
とき、門4・小倉 .:，ti松は賛成、八幡は無視(つまり反対)、 J-i畑は中間といった反応であった。















そして 7 月、 5 市合併は時期尚早ということで、合併問題が打ち切られる。 n本は戦況の~{化で、それ
どころではないというのがじっさいであった。これが第2回[_;jの合併の勤きで・あった。






































そして昭和37年(1962)2月には、 5市合併の特例に関する法律案が、閣議決定8れる。 5月には、 5
22)なぜこれらの市か、{t民投票まで拒否したかというと、じつは新聞社のアンケートで、戸畑の市民は約























































幡丁場で働く人数は、およそ半分の3万人ほどではないかと想保されるμ 】。つまり 10人に l人くらいな
のである。単純にみれば、 Inと製鉄所のつながりは、 lo]じ人LIといっても、すでに戦中期の、r分にうすれ




















:高石18I 53，976 278，訂"0ー 10τzr5寸6:
' 寧 19J55，764t252，662190.71 4.53:
20 35，647 151 ，378 59.9: 4 . 25 . 
2i~…'35 ， 278 I 154，646 - 1O21 f '4'18 
: 22， 38，732 j 167，829， 108.5. 4.33 I 
23 39，805 180，984・ 107.8 4.55 
! 24 41，452: 203，561: 112.5・4.91I 
25: 46，19li210，051!1032! 4.551 
26・50，815 228， 197 ! 108.6: 4 .49 
27a52，602，238，319.104.4J 4.53: 
28 I 54，183 I 244，169， 102.5 i 4.51， 
寧 29 55，684 251，618・ 103.1I 4.52・
L 牢 30・61，92LJ86，24l' 1138L4.62 
31. 68，848 i 306，6731 107.11 4.45 
j 32 71，295 I 315，968 103.0: 4.43 
33: 74，329: 324，434 I 102.7: 4.36: 
34; 77，622 i 334，268! 103.0 1 4.31 I 
35 77，380 332，163 99.4 土笠寸
36 I 80， 412 i 337，703 I 101 .6， 4 . 20 . 
37 83，515 i 344，893・ 102.1・ 4.13. 
38 86，197 1 349，311・ 101.2・4.05. 
39， 88，146， 351，929. iOO.7 3.99 . 
40・ 90，075:353，183・ 100.3 3.92 . 
:--41 92，995 I 351，164 99.4 --3.78 
42. 95，892 1 349，525， 99.5， 3.64 
43 I 96，811! 348，088・ 99.5・3.60
44196，875;346，840l 99.6:3.臼
45: 97，546; 347，063 100.1 3.56 
46 I 100，535! 345，716 I 99.6' 3.43 I 
47・103，032;345，227 99.8 3.35 
48， 104，160 I 342，558 99.2 3.29 
49' 107，619; 348，780; 101.8 3.24' 
」ー50i 105.650 I 351.696 I 100.8 3.33 ' 
f一一一ー ナー十ー で '一一→一一 一一→・ 一一
51 1 107，418 I 354，189 i 100.7 t 3.30 j 
52 l 108，530 I 355，443 I 100.3 t 3.28・
! 53 i 109， 128I 355，006 I 99 . 8I 3. 25 
~ 54 I 110，457 I 356，163! 100.3! 3.22 
1 55 I 114，969 I 355，949! 99.9! 3.10・
56: 116，077 I 355，647: 99.9， 3.06 
! 57 1 116，784 I 354，484; 99.6 3.04 ' 
I 58: 116，053 i 352，708: 99.4! 3.04 I 
;59i 117，14013m，975199.583.∞ 
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黒崎は、凶鉄・国鉄駅が隣接したターミナルであり、さらに、昭如31 ~1~ (l 956) 、中間と結ぶ筑豊電鉄か

































































































































官官製3失所の設計決定段階において、工場の計向規模は、敷地10万坪、 1U 1 万人であったようである。
ところが計画規岐は、この計両開明で、敷地30}]坪に拡大されたし、労働将1)]人というのは、創業5年





























































飯山賢一 『円ノド近代製鉄技術発達史』東洋経済新報社 昭和32年 p. p. 210) 
6】のちの製鉄所主計課副参事・小林運重の収集した資料より、 ( r八幡市史』八幡市役所 昭和11年
p.p， 220) 










































大正5 年(1 916) 、第 2lPl拡張における計l萌'Í:Y7::fitにij!した~~i対庁は、第 31倒拡'j長にはL、る。第2期拡張
までは東部に伸びていたのに対し、第3期拡張は、 一転して削部、尾倉海岸3.6)I!'rならびに黒崎町前田海
i~12万坪を対象としていた。 j的海岸には、製鉄所設置後公共向陽げ場が設けられ、材木犀や小料理屋が多



























所全史・八幡街工会品所 B{lf日10年 p. p. 463) 0 ，vjlU海i;1公共荷揚場は、大正8年12月製鉄所によっ






正デモクラシーという時代の風潮が大きく作川している。大正6年(1911)には布地でスト続発、 7"I~( 191 






















































. Ir~ljJJÞIよりも戦後、 !EHめ立てによって広げられ、 海に築く銑鍛-1'1製鉄所として、昭如 3 0年代以後の
現代的制鉄J.J:誌のさきがけとなって利用されるのである。
2-9ー 2 八幡の都市構造の変遷
2-9ー 2-1 八幡製鉄所設立期前期(明治30....39年)の都市情造〈地隙 2) 
八幡~~J.:tß斤設立時の都市構造は、結果としてみると、械ド町の都市楠造にひじようによく似たものであ

















では、川 ・堀 ・土居 ・石垣などで防御が凶められたが、八幡では、地政学的に防衛しやすいところ
が退ばれたのであって、物埋的な防御胞投はまったくも 3ていなかった。
八l播(設立前期) 域 ト 町
位 置 身分陪府 {主 il. 身分階層
工山M川一I湯帆叩叩島肌問附内附附居刷i住主 A， 工湯内中央部 長 .4， 邦内中央部 藩 玉
A2 工場内周辺部 幹部鞍 n .42 's内周辺部 重 臣
-包a欽夫掛従業只
C， 都市周縁官舎 お思い外人 B， f~外大手近辺 重 臣
c， ~~市周詰官舎 役聡 n l九城郭周囲 藩 士 l
武士陪lti
T c ~道下周縁組J也 足
B 工場門前地区I:m 組 λ; C 下府町人町 武家奉公人



















































































4 3) ・郵便同 (旬}tI1)劇場(明42)が建設され、さらに企業の支mが進出して、都心を形成してゆ
くn そして明治""年、いままでにない広幅日(10間)の街路 ・通lurが起投され、東は門司 ・西は黒崎ま
で、八帖を1'いて、mmが怠るようになるのである。





































2-9-2-4 拡大期後期(大正5-9 ~r:)の郎111桃i誌の変イヒ(地凶 6) 














































明治3"年(1901)1 1 J 1 8日の作業開始をd己念して、内備に聞かれていた起1・23が、このような都市セ
ンターを中心に開かれることにより、その内容を a変する。まつりは3日間となり、学校も休みになり、
時山・サーカスのたちならぷ八幡市民全体のまつりに変質してゆくのである。製鉄所はその成功をみて、













































































































れたことになる。 {H立感情とすれば、蹄開でも空m~でも、け っ きょくは家が失われたわけであるから、 M



































































































設立lUI後lTIのl明治"1年(1911)では、新たな幹線街路として、出nlr( 1 0)と新町 (6)とがあった。
j岳町は、きわめて幅の広い幹線で、市屯が敷設された。

































市計~!Jj技術者が指導する前段階で、それへの移行lþJとみる ι とができる 。
園第:3期一昭和戦前期




























I 2)市長とr1j政起.nとの懇談会「戦後の八幡を語る (1959)より、 ( r八幡市史続編』八幡市役所















昭和 16年(1941)からは、生産局iから計算した 4定の金額を納付することとなり、 19年(1944)からは
市税と合わせて185万円以とという定額を納付することに変えられた。
戦後;U~UUIのO{J和 22 年(1 947) には、戦災復興や義務教Trの延長でjfjの財政はパンクし、市税外に1000
万円を納付することになり、さらに23年にはこれに150万円を加え、 2tI年には臨B特寺殊法人施設税とし
て4200万円を納付している。



























していない低i認地の収用であったからさておくとして、工場設計後 1tI年の第2期拡張、 19年の第3JUI 
拡張では、まさに工場は拡張のために、できたばかりの都市を飲み込もうとするのである。明治tIt1 "1: (1 














11~を詑することとなる。 1 ・ 2 期の拡張は、ほほ予定どおり1.'ICが完fしたが、大i.E5年からの3期拡怯
は、 6カ年o1'酎の予定を、 7年も遅れて昭如4年(1929)に完fした。この遅れの原因は、公式には途中で


















そして大17 年、八幡製鉄所の鉄納入をめぐる汚職‘Jf件が発覚し、 [cJ~F 1 2月に、別鉄所伸川長官が自
殺するという不祥事を引き起こしている。社会w掠は騒然としてきたのである。
この大正5~l~ (1 916)の、事1鉄所拡張のための用地買収反対運動、ならひに大谷貯水池のtR地というふた



























和34年 p.p. 186、『八幡烈鉄所50年史』八幡製鉄八幡製鉄所 昭和]25年 p.p.429、『八幡製鉄所
8 0年史 ・総合史'新日本製鉄八幡製鉄所昭和155if: p.p.58) 
-396 


































































昭和31 年(1 956)以後、八幡烈鉄所は戸畑に[-'1.大な~鉄所を建設し、その主力を戸畑に移しはじめる 。
































































っ てできた1:業罰~i1jで、商業は後からくっついてきたものでしかな L 、 。 ]・業都市というのは、どうしても
f邸主lが~~t、ものである。徳川時代の城下町は、よく地の利を巧え、広いところを選んでいる。これにより























八幡村に決定した理由をまとめた文i!t18】で、 「将米 、 拘 T二h ノ)，~金ヲ投ジ‘I~業ヲ拡抜スルニギッテ j
といっており、原案の設立予算410万円の段階で、物価1ft1:がりをJfえなければ、将来型鈎折を5--8 (自・に
拡大するつらりであったことがわかる。 5佑であるとすれば、 10力坪の5倍で50))坪、 8{告であるとすれ














17)明治28年末、組本農商務大臣が議会にたした ~~$.対ír設立志見 j より。(三枝博音 ・ 飯田賢ー 『日本
近代製鉄技術発注史l東洋経済新報社昭和32年 p. p.18U 




1 ・ 3 八.Iß]~矧の設立費は、明治29 年設立予算で410万円、 3 1 r.l~'こ 650万円追加された(三枝博吉 ・ 飯田
賢・『円本近代製鉄技術発達史』東洋経済新報社 日月初32年 p. p. 171、220)。第1・2期鉱張予算は
f八幡製鉄所50年史』八幡製鉄八幡製鉄所 anf1l2 5 "1:p. p. 51 ~己載。 3 期拡張は大正 5年成立予算3.
500JJFl (竺枝tw音・飯田賢一『日本近代製鉄技術先述史~ 1↓l洋経済新報社昭和32年 p.p. 669)、同








































3 -2 1 
























3 - ~~ 1 2 物語文学の背民となった嵯峨野
























3 5 3 
3 5 3 1 
3-5 3-2 






















3 4 1 -1 町家系地区の町並みの特徴
3 4 -1 2 金沢の町並み景観の現状
3 4-2 こまちなみ保存の提案















3 5 1 -1 金沢都心部の歴史的対観の保存





































































































































































































































































































































































































































ウ 4 ・17ム ・7~，.・?・}-.1) Lo ，，; 











































































り、ヨットハーパー ・レストラン ・庖 ・アートキャラリー・ T.JAなどにするというのは、古い港町では必





















































































山に的く院について、句の頑に 「をみなえし 4 を詠みこんt.:!iXであって、とうぜん秋の歌である。また91
9の靴歌に分傾されたは之の歌と、 1067の雑排に分類された9i;恨の歌は、どちらも詞;!}は、|法皇にしかは
におはしましたりける円、…といふ事ををだいにてよまは給ひけるlとな勺ており、同じ時、すなわち延
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まず第 1 に、詠まれた季節をみると、占今~では 7 首'1J、秋の歌か6 門、残り 1 首は不明である 。 それ


























今~にある 「円然の風光にめぐまれた迫ialの地 l を基盤としつつ、源氏物語の 「 もののあはれj 、さらに
新占今集の基持地、出家隠械の地として、 r1~~常の世」を象徴する地というように、嵯峨野の風景に、人
為的に怠昧が付加されていくのである。
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たとえば、l'家物語には、この嵯峨野をfTJ元とした挿話がいくつかでてくる。 1体的には、在lのr~LG: J 、
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またこの8曲を題材の面からみると、宗教的ならのをテーマとしたものが4曲もみられる。
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ここでは、東山八坂地区の保全修景計画を提示するが、まずここで上記を整理すると、 ( 1 ) この地
区の重要な特質である 「京都らしさ」が、かつてここを舞台に繰り広げられた様々な行為の歴史的な積み
垂ねとしてあり、また (2 )そのような「京都らしい」まちなみの空間を、現在、住んでいる人も訪れる














































































当地民には、 ( 1 )むしこ付町家、 ( 2) ;~j 2階町家、 (3)変則町?ぷ、 (4)数割引品、 (5 )手I
風住宅、の5タイプの外観類型があり、その各タイフの構造的fi判(フレ ム)と、外観構成立E紫








この事M九百:]fiに1まいて、 5段階の rf5t-u皮|を設定し、上記の符外観灯i't!附・クツレー フ別tft失峨AI<.
と共に、修;主計画の方針とする。
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fU昼夜 j~ 現状線符2 <I!(.a主総分H1bt;修康
8. 所属グループ.cllf日ずるよう IC.dUU草分を修!l
•• 月時蝋グループtζ』周知するよう IC，全体に偽.ra っEL_.，・ A














① 1階か 2附の全部が改造 l改設部分令できれば復原するが
② l階， 2階共相当改造 |それが不可能な場合比は .地区
③ i 階か 2階の一部の改造|の雰囲気に合致した京都らしい














鉄筋コンクリー ト.鉄骨 ，I全く新しく ，伝統的位外観をつ
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Lftのめ主( {~(fl.文 2) は、復元するのがよ L 、 。 改造のほ合の大き L 、もの({果的立 3 ・t1 )については、
f~.il;が凶錐なため、我々の提出した各タイプごとの rr&，H~) ， と、 「 グループ別推奨掠式表 j にもとずい
て、既存1ì;l境に調和した、京都らしい建物外観に憶える ζ とにする 。 新ill~物で、京都らしい外観に担え
ることが構造上不可能なものは、かつてその敷地にあった伝統的デサ'インの詑物を跡瓦差してできたらので





451f{ZUI主凶 (1971年l月現在)<凶3-3 2 >で、保的立 lになっているものは、現状維持。保仔





















た応舗の場今、町家風と数寄屋風の中間的な手法で‘ある けたjfiJの手法もJfjl、ぎるを得ないこともあe . 
関るので、 IJとしておいた。
2階のt.En装位やil!1o基本的に町家風のものを推奨するが、その中でも、現任このB区域で余り用、 ? ， ，?
8おいられていないらのは、特に推奨せず可とした。
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第4に、 2階建てを上とし、 11璃と2階のおもて住が通るということである したがって、 l、2階の
おもて控而が、おなじ{\~間にある。












































建築線をそろえたうえで、 I階1ftをかならず付け、町並みを過して、 l下20 cmほど、の幅のなかで、そ
ろえるようにする。









町家の 2 階軒fiEを、そのこまちなみの推æ~される表構えの型の軒尚以下、すくなくとも、 1 0紐の型の
うち、 3階却をのぞいて段高である高町家担 (6.5m)以下とする。また、 2階おもて壁面は、佐築線の位
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35 1 2 伝統1J，'l境保ι条例の制定





































































































































3 -5 -3 八幡の都市形成のよ成特性について








幡製j!J.:J折正門前であり、枝光海r~:荷揚場(小規模な港)に近く、小商応 ・ 建設業者- ・ 労働下宿などが、八


































































































































































1 -4 -1 藩政期の身分別居住地の近代の歴史的住宅建築への影響
「金沢の!円市街地における歴史的住宅辿築の調任研究J
その4 藩政期の身分別居住地と住宅の型別について
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-475-
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『金沢I浪人γ研究紀要』 八 ぷo 2 0 p. p. 89-106 1983年12)J
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2-3 拡大期前期の八幡の都市形成(大1.Je-4年)(1912-15) 
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2 tI 拡大期後期の八幡の都市形成(大115-9年)(1916-20) 
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2 7 戦後復興lPIの八幡の都市形成(昭和21-30年)(1946-55) 
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日百平日63 {手2月 P.P.23-30 
3-2 京都 ・嵯峨野における文学的庄はの保伝について
第2章風泣としての嵯峨野、 P.P.5-10









金沢市文化財紀~105 p. p. 172・173205-207 211-219 金沢市教育委日会
3 4-5 版史的都市金沢と工業都市八幡における庭史的環境の保仔と活用
(未発表)
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